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エウェン語ブィストラヤ方言の概説とテキスト 

 

風 間 伸 次 郎 

（東京外国語大学） 

 

0. はじめに 

 本稿は下記の 3 つの部分よりなる：①調査の概況（1 節）、②エウェン語ブィストラヤ方

言の概説（2 節）、③同方言のテキスト（3 節）、である。なお先行研究（Novikova (1960, 1968, 

1980)）にならい、今回調査したカムチャッカのエウェン語の方言を「ブィストラヤ（Bystraja）

方言」と呼ぶことにする。 

 

1. 調査地の概況 

 ここでは今回の調査の旅程やアクセス、現地の状況や、エウェン語の使用ならびに教育

の状況について述べる。 

 カムチャッカのペトロパヴロフスク・カムチャツキーへは、夏期に限り日本からの直行

便が飛んでいる。飛行時間は 3 時間ほどである。エウェンの住む村まではバスが毎日運航

しており、アナウガイ村（anavgaj）までは 9 時間、エッソ（Esso）村までは 9 時間半ほど

かかる。ほぼ中間地点で、途中昼食を取るミーリコヴァ村（Mil’kova）までの大部分は舗

装道路だが、その先は舗装されていない。エッソまでの距離は 600km 弱で、アナウガイ-

エッソ間は 20km 強である（地図１参照）。今回の筆者の調査は 2014 年 8/10-8/26 で、後半

はハバロフスクに飛びナーナイ語を調査したので、エウェン語の調査は 8/12-14 にアナウ

ガイ村で、8/15-19 にエッソ村で行ったものである。 

 アナウガイの人口は 650人、約 400人がエウェン人であるという。エッソの人口は約 2,000

人で、エウェンは半分以下で 800 人ぐらいではないかという。コリャークやイテリメンは

ほとんどいないという。個人差はあると思われるが、両村とも 2014 年現在、40 歳台以上

の年齢層はまだエウェン語を保持しているが、若年層はロシア語しかできない者がほとん

どである。話者たちもおおよそそのように捉えている。エッソでは週に一回エウェン語の

授業が行われているという情報を得た（アナウガイでも行われているが、十分な情報を得

られなかった）。エッソには 11 年生までの学校が 1 つあり、他に芸術音楽学校がある。カ

ムチャッカは火山が多く、両村共に温泉がある。そのためロシア国内をはじめとする他地

域からの観光客も訪れる場所となっている。近くの水力発電所の恩恵もあってインフラが

進んでおり、村はほぼ全戸に集中暖房や上下水道を備えている。 

 両村ともに、その村とつながりのあるトナカイキャンプを有している。現在全部で 6 つ

のトナカイキャンプがあるという（うちエッソに関連があるのが 4 つ、アナウガイのもの

は 2 つ）。アナウガイの 2 つのブリガード所有のトナカイは現在ともに約 1,000 頭ずつであ

るという。昔は 2,000~3,000、もしくはそれ以上のトナカイを有していたという。トナカイ

キャンプは移動しているということもあり、その正確な位置については十分な情報を得ら

れなかった。1 つはアナウガイの北で、おそらく村から最も近くにあり、四駆の車でなら

行ける道もあるという。その他はエッソの西及び南西で活動しているようであり、キャン
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プへは馬で移動するしかない。その距離も「馬で 1 日半、馬で 2 日」のように表現する。

肉の売買などの目的で、キャンプから村への恒常的な人の行き来がある。特に 11 月はトナ

カイを殺して肉にするので、村の方に下りてくるという。キャンプではトナカイ飼育の本

来的な生業や文化と共に、エウェン語がより良く保存されている可能性が考えられるが、

村の方に聞く限りでは明らかでない。両村では数は少なくなったとはいうものの、キャン

プへの移動その他の目的のために、馬を現在も飼育している。 

 現在両村に住んでいるエウェンたちは、もともと半島の西側のオホーツク海に流れ込む

いくつかの川沿いに住んでいたという（地図 2 参照）。3 つの村があり、北から順に、マラ

シェチュナヤ（Moroshechnaja）川支流のウシュク（Ushkh）（もしくはケクック（Kekuk））

川沿いのケクック（Kekuk）村、ソポチュナヤ（Sopochnaja）川支流のラッソーシナ（Rassoshina）

川沿いのラオチャン（Lauchan）村、イチャ（Icha）川沿いのトゥワヤン（Tvajan）村であ

る。トゥワヤン村は 1964 年に閉鎖されたそうであり、おそらく他の村も同時期に閉鎖され、

エウェンたちはブィストラヤ（Bystraja）村へ集住化を余儀なくされた。ブィストラヤ村は

ブィストラヤ（Bystraja）川がカムチャッカ（Kamchatka）川に合流する地点よりややブィ

ストラヤ川を遡った地点にあったという。しかしブィストラヤ村も 1975 年にやはり閉鎖さ

れ、住民はエッソもしくはアナウガイに移り住んだもののようである。筆者が接触した範

囲内では、エッソのエウェンの多くはラオチャン村出身であった。トゥワヤン村とラオチ

ャン村の言葉の間には方言差はないという。アナウガイのエウェンはほとんどウヤガン

（Ujagan）とドルガン（Dolgan）という 2 つの氏族に属しており、同じ氏族の間では結婚

しないのだという。現在のアナウガイのエウェンの姓には、Cherkanovy, Adukanovy, 

Banakanovy, Amganovy, Ichanga, Kolymskij があるという。このうち Banakanovy は「怠け者」

の意で、Ichanga は漢民族の起源を持つという。 

 この地域のエウェンの民族学的情報に関しては、主に 3 節のテキストを参照されたい。

なおアナウガイ村からアナウガイ川に沿って 1.5km ほど行った地点に、エウェン語で 

Munəǰək と呼ばれている場所（etno-kul’turnyj tsentr 民族文化センター）がある。ここは聖

なる地とされており、お祭りなどがここで行われる他、野外博物館のようになっており、

トナカイキャンプのテントや干し台などが展示されている（なおエッソ村にはより一般的

な形式の博物館がある）。6/21-22 には新年の祭り、2 月下旬から 3 月上旬には「トナカイ

遊牧の日」という祭りがあるという。新年の祭りは別名 nurgəŋk「踊りの祭り」と言われ

ているという。3 月末には犬橇の競走の祭りがあり、これはその頃学校が休みである子供

たちによって競われる。2-8 歳、8-12 歳、12-14 歳の 3 つのグループに分かれて行われると

いう。4 月のはじめには、トナカイの出産が始まるが、これについてのお祭りもあるとい

う。 

 これまでにドイツのマックス・プランク研究所から B. Pakendorf と K. Gernet（さらにフ

ランス人の民族学者）が 1996 年より多年にわたり現地調査に訪れてきているそうであり

（ただしその研究プログラムは終了し、2012年に来たのが最後であるという）、Aralova et al. 

(2013)というカラーイラスト入りの小冊子を現地に還元している。そこには 4 つのブィスト

ラヤ方言の民話が 1 行ずつのロシア語対訳で記されている。 

 なお今回の調査行および現地の状況に関しては、風間 (2015 近刊) も参照されたい。 
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地図 1 地図 2 

 

2. エウェン語ブィストラヤ方言の特徴 

 エッソ村の Kornileva, Margarita L’vovna 氏（1960 年 Lauchan 村生まれ）より、ロシア語

を媒介言語とし、200 強の例文と AA 研の基礎語彙調査票の AB レベルの語彙（東京外国語

大学アジア・アフリカ言語文化研究所 (1966, 1967)）を調査した（ただし例文、語彙ともに

氏が思い出せなかったものもある程度存在する。例文の方の整理もまだ完全には済んでい

ない状況である）。主にこれらの例文・語彙を資料とし、オラ方言を基礎としたエウェン語

文語（以下「文語」）や筆者が以前に調査したマガダンやギジガなどの方言との対照を行っ

た。必要に応じて、本稿 3 節のテキスト、および Aralova et al. (2013)からの情報も加えた（そ

の場合は明記した、[x-yyy]は本稿テキスト中の出現箇所を示す）。以下ではその結果明らか

になったブィストラヤ方言のいくつかの特徴について、①音声・音韻、②語彙・意味、③

文法、の 3 つの面から整理することとする。上記のような資料に基づく分析であるので、

以下に見る諸特徴は Kornileva 氏のパロールの次元での問題、つまり個人的な特徴である可

能性も否定できない。その点に関しては今後さらなる確認等を要することをことわってお

く。 

 なお Novikova (1968) によれば、エウェン語は大きく 3 つの方言（東・中央・西）、13 の

下位方言に分かれる。ブィストラヤ方言は東方言の 6 つある下位方言（他はアナドィル、

コリマ・オモロン、ペンジン、オラ、オホーツク）の１つである。したがって東方言に共

通する次のような諸特徴を持っている：①広母音が弱化した場合、[ʉ] のような発音とな

る、②語中・語末の s を保持している、③１人称複数代名詞に包括と除外の対立がある、

④1, 2 人称代名詞に属格形がある、⑤修飾語の一致がある。これらの点は筆者も確認でき

た。 

 なおエウェン語の文語はオラ方言を基礎としている。以下で「文語」という場合には、

書き言葉ではなく、このオラ方言を基礎とした話しことばを指すものとする。 
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2.1. 音声・音韻の特徴ならびに文語等との音対応 

 以下は基本的には音韻表記であり、必要に応じて音声表記を示している（区別が必要な

場合には / /, [ ] の記号を用いた）。母音に関しては対応が不規則であり、この方言の母音

体系の解明にはなお研究が必要である。したがって母音に関する音韻表記は暫定的なもの

である点に留意されたい。下記で (L) は文語形を、(B) はブィストラヤ方言の形を示す。

文語形は Novikova (1980)を参考にした（表記は若干変更した）。筆者は文語の基になったオ

ラ方言の音形について、マガダン、オラ、ギジガなどで実際に観察した経験があるので、

下記の観察はそれとの比較に基づいている。なお基礎語彙 A については Kazama (2003)付属

の CD で文語の実際の発音を聞くことが可能である。以下では、①子音の特徴、②母音の

特徴、③音節構造の特徴、の順に見ていく。 

 

2.1.1. 子音 

2.1.1.1.語頭の /x/ [h] の消失 

 エウェン語にはもともと語中・語末に /x/ [h] は存在せず、語頭にのみ/x/は観察される。

中には他のツングースでの/s/が変化したものも多い（cf. エウェン xii || ナーナイ sii）。ブ

ィストラヤ方言ではこの語頭の/x/が消失している。したがって音素/x/そのものがもはや

存在しない。3 節のテキストで検索しても、/x/を持つ語は全く見いだされない。こうした

対応を示す語例は下記のようにきわめて大量に存在する： 

 (L) xuŋəl || (B) uŋəl「血」, (L) xɪrkan || (B) ɪrkan「ナイフ」, (L) xiisʉčin || (B) iisʉčin「夕方」, 

(L) xaarak || (B) aarakʊ「知り合い、仲間1」, (L) xəwki || (B) əwki「神」, (L) xərgə || (B) ərgə(-lə)

「下（に）」, (L) xuklə- || (B) uklə(-sʉn)-「眠る」, (L) xɵr-「去る」|| (B) ur-「行く」, (L) xoŋnʉ- 

|| (B) oŋnʉ(-l)-「動く」, (L) xaa- || (B) aa-「知る」, (L) xɵk || (B) ukə「暑い」, (L) xooja || (B) ooja

「多い」, (L) xaŋrʉ 「暗い、（動物の毛色などについて）黒い」|| (B) aŋnʉ「黒い」, (L) xɪltʉ 

|| (B) ʊltʉ「腸」, (L) xaanɪn || (B) aanɪn「煙」, (L) xərgə 「家族の中の最年少者」|| (B) ərgə「孫」, 

(L) xɵɵntʉ || (B) untə「別の、異なる」, (L) xɪɪra- || (B) ɪɪra-「呼吸する」, (L) xookʉn- 「狂喜す

る」|| (B) ookʉŋ(-či)-「喜ぶ」, (L) xɵnkidə- || (B) uŋkidə-「蹴る」, (L) xoon- || (B) oon-「割る」, 

(L) xɵlu- || (B) ulu-「追う」, (L) xaŋan- || (B) aŋaan-「縫う」, (L) xupkut- || (B) upkut-「教える」, 

(L) huunŋʉ- 「（吹雪などが）吹く」|| (B) uunŋa-「（風が）吹く」 

 （以下テキストから）(L) xatlan || (B) atlan「下に」[1-007], (L) xurʉl || (B) urəl「子供（pl.）」

[1-022], (L) xəŋul- || (B) əŋul-「驚く」[2-011], (L) xilgʉn- || (B) ilgən-「震える」[2-012], (L) xuč- || 

(B) uči-「突く」[2-033], (L) xəŋuň || (B) əŋuňu「恐ろしい」[2-038], (L) xʊla- || (B) ʊlaa-「残す」

[2-041], (L) xəsi- || (B) əsi-「塗る」[2-050], (L) xɪat || (B) jaat「小枝」[2-056], (L) xɪň- || (B) ɪň-「押

し込む」[2-051], (L) xəəjə || (B) əəjə「頂上」[3-005], (L) xɪɪr- || (B) ɪɪr-「怒る」[3-020], (L) xəpkun- 

|| (B) əpkun-「捕まえる」[3-029], (L) xɪŋma || (B) ɪŋma「すばやい」[3-041], (L) xɪɪlgɪt- || (B) ɪɪlgɪt-

「苦しめる」[4-009], (L) xʊlɪčaan || (B) ʊlɪčaan「キツネ」[5-020], (L) xəətə || (B) əətə「脂」[6-020], 

(L) xaadʊkʊn || (B) aadʊn「時々」[6-020], (L) xərkə || (B) ərkə「ズボン」[6-037], (L) xootʉrʉn || (B) 

ootarʉn「道」[6-045], (L) xɪlkʉ- || (B) ɪlka-「（食器などを）洗う」[9-013], (L) xɪɪkʊtɪč「静かに」

                                                        
1 (B) aarakʊは 1 人称接辞のついた形 aarak-ʊである可能性がある。 
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|| (B) ɪɪkʊtɪč「その場で」[9-019], (L) xəikəčən「稚魚」|| (B) əikəčəən「イワナ」[10-002], (L) xutʉmtʉ 

|| (B) utəmtə「スイカズラ」[11-004], (L) xeemkʉ- || (B) iimkʉ-「咳をする」[11-035], (L) xuju- || (B) 

uju-「煮立つ」[11-046], (L) xilu- || (B) ilu-「（スープなどを）飲む」[11-051] 

 2 人称の代名詞（及びその諸斜格形）も次のようにやはりこの対応を示す。 

 (L) xii || (B) ii［2 人称単数代名詞］, (L) xuu || (B) uu［2 人称複数代名詞］ 

 次の 2 例では、/x/の消失の代わり（さらには文語で子音の無い場所）に、鼻音が現れた。

理由は不明であるが、何らかの類推によるものと考えられる： 

 (L) xʊlaňa || (B) ŋulaňa「赤い」, (L) omkʉt || (B) ňomkat「ひたい」 

 この/x/の消失に関しては、話者の少なくとも何人かは認識している。コリャーク語には 

x や h などの無声摩擦音が存在しないため、基層言語としてのコリャーク語の影響によ

って生じた可能性も考えられる。 

 

2.1.1.2. /s/の š 音[ʃ~ɕ]化 

 /s/は特に /i, ɪ/ および [ʉ] を前後に持つ語で口蓋化され、[ʃ~ɕ]のように発音される。こ

の特徴に関しても、何人か他方言との違いを意識している話者がいる。ただし個人差があ

り、さらに同じ話者が同じ語を発話する際にも、必ずしも常に同じように口蓋化するわけ

ではない： 

 (L) asɪ || (B) [aʃʉ]「女」, (L) imsʉ || (B) [imʃʉ]「脂」, (L) isʉm- || (B) [iʃʉm-]「吐く」, (L) dawsʉ- 

|| (B) [dawʃʉ-]「振る」 

 

2.1.1.3. ň > n 

 これについては次のような例が観察された： 

 (L) ňaan || (B) naan「再び」, (L) ňək- || (B) nək-「する」[1-016], (L) -ňun || (B) -nun［共格］[6-020], 

 なおこれらの語もしくは接辞はエウェンキー語やウデヘ語でも ň で始まるため、ň で

始まる形の方が古いものと推定される。 

 

2.1.1.4. /r/の順行同化 

 おそらくは祖語の *-ls-, *-ns-, *-ŋs- に遡る語中の子音連続は、文語では -lr-, -nr-, -ŋr- と

なって現れている。これらの子音連続は発音しにくい面もあるらしく、筆者はギジガ村な

どでも後項の/r/が順行同化している例を観察したことがある。ブィストラヤ方言では後項

の/r/は規則的に全て前の子音に同化している： 

 (L) ulrʉ || (B) ullə「肉」, (L) olrʉ || (B) ollʉ「魚」, (L) dalrʉ || (B) dallʉ「甘い」, (L) ɪmʉnrʉ || (B) 

imanna「雪」, (L) xaŋrʉ 「暗い、（動物の毛色などについて）黒い」|| (B) aŋnʉ「黒い」, 

 (L) mʊnrʊkan || (B) mʊnnʊkan「ウサギ」[5-013] 

 コリャーク語には同一子音の連続はあるが、上記のような子音連続はないので、やはり

間接的に影響を及ぼした可能性も考えられよう。 

 

2.1.2. 母音 

 /ɪ/については文語ほど前寄りでは発音されない。他方、/ʊ/はそれほど奥寄りでは（舌
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根を引いた感じでは）発音されない。したがって/i/と/ɪ/、/u/と/ʊ/の母音調和における対

立が保たれているのかどうか定かでない。テキスト書き起こしの際には、コンサルタント

は概ね両者を明確に区別していたが、文語の記述とは逆に判断した場合などもあった。本

稿では今のところ上記の母音調和による対立は保たれているものとみて分析している。 

 

2.1.2.1. /ɪ/ 

 l, n の後の /ɪ/ は l, n を口蓋化させずに（「硬く」）発音されるので、この位置では ʉ の

ように聞こえる： 

 (L) magǰɪlɪ || (B) /magǰɪlɪ/ [magǰilʉ]「虫」, (L) atɪkannɪ || (B) /atɪkaan-nɪ/ [atikaannʉ]「彼の妻」, 

(L) balɪkač || (B) /balɪkaač/ [balʉkaač]「盲目の」 

 

2.1.2.2. /ɵ/ 

 文語の/ɵ/に対しては、[u]で現れる場合と、[o]で現れる場合があった。後ろに/ə/[əə~ææ 

~ee]が後続する語で[o]になったものと考える。複数のコンサルタントたちが/u/であるとし

た語は、音素としても/u/になったものとみなす：(L) xɵr-「去る」|| (B) /ur-/[ur-]「行く」, (L) 

xɵk || (B) /ukə/[ukə]「暑い」, (L) (L) xɵlu- || (B) /ulu-/[ulu-]「追う」, (L) ɵlə- || (B) /ɵləə-/[olææ-]

「煮る」 

 

2.1.2.3. /ɵɵ/ 

 文語の/ɵɵ/に対しては、[uu~u]で現れる場合と、[oo]で現れる場合がある。後ろに/ə/[ə~æ]

が後続する語では[oo]になる傾向が観察される： 

 (L) bɵɵdʉl || (B) /bɵɵdʉl(?)/[buudʉl]「足」, (L) mɵɵ || (B) /mɵɵ(?)/[mɵɵ ~ muu]「水」, (L) tɵɵd- 

|| (B) /tuud-/[tuud-]「踏む」, (L) ǰɵɵr || (B) /ǰuur/[ǰuur]「２」, (L) ňɵɵltʉn || (B) /ňultʉn/[ňultʉn]

「太陽」, (L) xɵɵntʉ || (B) /untə/[untə]「別の、異なる」;  

 (L) ňɵɵčə || (B) /ňɵɵčə/ [ňoočæ]「花」, (L) kɵɵləkə || (B) /kɵɵləkə/[koolækæ]「へそ」, (L) ɵɵňə- 

|| (B) /ɵɵňə-/[ooňæ-]「結ぶ」 

 

2.1.2.4. /əə/ 

 長母音音素 /əə/は[ee]のように発音される：(L) nəə- || (B) /nəə-/ [nee-]「置く」, (L) čəələwən 

|| (B) /čəələǰi/ [čeeləǰi]「全部」, (L) təədəkə || (B) /təədəkə/ [teedʉkə]「毛皮」, (L) kəəňəli || (B) 

/kəəňəli/ [keeňæli]「悪い」 

 

2.1.2.5. 母音の同化 

 文語の形に対して、母音が逆行同化もしくは順行同化（硬口蓋子音の後で）した形が対

応している例も若干観察された：(L) əwi- || (B) iwi-「遊ぶ」, (L) ikʉri || (B) ikiri「骨」, (L) jaasʉl 

|| (B) jaasal 「目」, (L) amŋʉ || (B) amŋa「口」, (L) čəŋʉč || (B) čiŋəč「釣竿」[10-002], (L) ňɪkʉn || 

(B) ňakʉn「首」 

 ただしこれらの場合は必ずしも同化した形の方が新しい形であるとは言えない。また、

「首」の例に関しては、ɪ の折れとみるべきものだろう。 
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2.1.3. 音節 

2.1.3.1. 開音節化 

 文語において 1 音節の CVC からなる語で次のような開音節化が観察された。ただし単語

を単独で発話した状況であり観察されたものであり、数や格の接辞がつく場合にも開音節

の語として振る舞うかどうかについてはさらに検討を要する。例えば(B) ŋinʉ「犬」が複数

接辞 -l をとる場合に開音節で現れている例がテキスト中に観察される（[6-053], [10-033]）。

したがって、歴史的に、文語の方で落ちた母音をこの方言が一部保持しているという可能

性も考えられる： 

 (L) tak || (B) taka「塩」, (L) ŋɪn || (B) ŋinʉ「犬」, (L) tiək || (B) tiikə「今」, (L) ook || (B) ooka

「いつ」, (L) mɪan || (B) mɪana「10」, (L) xɵk || (B) ukə「暑い」, (L) ur || (B) uru「腹」, (L) maŋ || 

(B) maŋʉ「硬い」, (L) got || (B) gotʉ「苦い」, (L) ňam || (B) ňama「暖かい」 

 この他に、語末の破裂音の脱落により開音節化している例も若干観察された： 

 (L) oosʉkat || (B) oosʉka「星」, (L) tɪmɪnaak || (B) timina「明日」 

 

2.2. 語彙の特徴ならびに意味の変化 

 ここでは文語におけるある語が語源を異にする同じ意味の別の語でおきかえられている

ものをみる。ただし、媒介言語のロシア語によって各コンサルタントが思い浮かべる語が

異なる可能性もあるので、文語にある語がブィストラヤ方言に存在しないとは限らない。 

 まず下記の 6 単語は、文語形が/x/で始まる語であることに注目したい。この方言では語

頭の/x/は規則的に脱落したので、同音異義語が増えることを避けて語の取り替えが起こる

可能性が考えられる（文語の形式だが、例えば ʊtakan「魔女」, aŋaar「トナカイに踏み均

された雪」などの語があり、下記の xʊtkan「袋」, xaŋaar「穴」のような語の語頭の x- が

脱落すれば、同音異義語もしくはそれに近いものとなってしまう）： 

 (L) xakʉrɪn || (B) aŋnʉ「黒い」, (L) xʊtkan || (B) ələk「袋」[4-005], (L) xaŋaar || (B) čoolbakʊ「穴」, 

(L) xəəǰə- || (B) kopulači-「踊る」, (L) xaatʉr || (B) aŋnakaamkar「暗い」 

 

 次に以下の語群は、ブィストラヤ方言に対応する語形が類義語として文語に見いだされ

る場合である。これは文語かブィストラヤ方言のいずれか（もしくは両方）で意味の変化

が起こり、その対応がずれたものであると考えることができる： 

 (L) ostʉ「爪」（kokčɪn「ひづめ」）|| (B) kokčʉn「爪」, (L) məŋən「お金」（tamʉn「支払、

料金」）|| (B) tamaŋu「お金（-ŋ-u は譲渡可能に 1 人称がついたものか）」, (L) ŋən-「行く」

（xɵr-「去る」）|| (B) ur-「行く」, (L) obdʉ- 「疲れる」（ɵsə-「病む、痛む」）|| (B) ɵsəə(-l)-

「疲れる」, (L) buulgis「体」（oj「服」）|| (B) ojɪ「体（なおこの語は「物」、「服」などいろ

いろな意に解釈される多義語であるという）」, (L) dɪrʉm 「太った」（bərgʉ「脂ののった」）

|| (B) bergə「太った」, (L) xum「糸」（tomkʉn「腱を撚ったもの、紡ぎ糸」）|| (B) tomkačaan

「糸（-čaan は指小辞）」 

 以下の語群における一連の意味変化は奇異なものに映る。すなわち、文語の「兄」、「姉」、

「父」、「母」に当たる形がブィストラヤ方言では「父」、「母」、「祖父」、「祖母」の意で用

いられているのである。テキストでもやはり同じ意味で上記の語形（「父」、「母」）が確認
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できる（[2-035], [3-012], [6-002], [6-009], [7-005], [10-022]）ので間違いない。同様の意味変化

（「兄」＞「父」、「母」＞「祖母」など）が日本の奄美や喜界島の方言でも起きたことが報

告されている（紙面の都合上、その状況ならびにその意味のスライドを生むメカニズムに

ついては、木部 (2013: 41-49) を参照されたい）： 

 (L) amʉn「父」（akʉn「兄」）|| (B) akan(-nɪ)「父」, (L) ənin「母」（əkʉn「姉」）|| (B) əkʉnni

「母」, (L) ətə （amʉŋa「父」）|| (B) amaŋa「祖父」, (L) ata （əniŋə「母」）|| (B) əniŋə「祖母」 

 

 以下に見る語は、文語に類義の語幹を見いだすことができる。この方言ではこのような

派生語が用いられるものと思われるが、このコンサルタントが派生させて作った語である

可能性も考えられる：(L) gʊmaaga（oňaa-「描く」）|| (B) oňaattɪwʊn「紙」, (L) dolbʉ（xaatʉr

「暗い」）|| (B) aataššʉn / aatʉllakan「夜」（-lakan は proprietive か）, (L) geelbəti（aw-「洗う」）

|| (B) awča「清潔な」（-ča は過去形動詞）, (L) ŋonʉm（gʊʊd「高い」）|| (B) gʊʊdaŋamkar「長

い」, (L) ŋəərin（ňoobatɪ「白い」）|| (B) ňoobaŋaamkar「明るい」 

 

 以下の 2 つの形容詞は語尾の部分が若干異なっている。 

 (L) gʊʊd || (B) gʊʊdaŋa「高い」, (L) tɵɵbʉŋə || (B) tɵɵbʉlə「低い」, 

 以下に見る語は対応語を文語中に見いだすことのできなかったものである。コリャーク

語などから借用した可能性もあるかもしれない： 

 (L) təbəəki || (B) ǰaɣma「タバコ」（cf. エウェンキー語: damga）, (L) ňubukə || (B) kislara「痩

せた」（cf. 露 kiskyj「酸っぱい、未熟な」）, (L) əəntukun || (B) nɵšəŋ「遅い」, (L) oo- || (B) uŋʉ-

「作る」, (L) dərʉmkʉ- || (B) utə(-d)-「休む」 

 なおテキスト中の konaaɪta [6-037]「毛皮製のブーツ」は Novikova (1980) によれば、コリ

ャーク語からの借用語であるという。 

 

2.3. 文法の特徴 

 同じ東方言に属することのためか、文法に関しては文語との大きな違いはないようだ。

したがって先行研究や風間 (2003)で整理した文法要素によって、テキストや例文資料の大

部分は問題なく分析することができる。無論、下記の点以外にも、各接辞等、諸文法要素

の機能や使用範囲の詳細は文語のそれとは少しずつずれている可能性はあると思われるが、

これについてはなお今後の詳細な検討を要する。 

 以下では文語に見られないブィストラヤ方言独自の文法形式、もしくはある文法形式の

ブィストラヤ方言独自の用法と考えられるものについて、3 つの点を指摘するにとどめる。

なお大文字による表記は母音調和による異形態のあることを示す。例文は特にことわりの

ない限り、Kornileva 氏よりロシア語の文の key sentence により得たものである。 

 

2.3.1. 共格 -gAli 

 共格というべき形式 -gAli が見出される（(1)~(3)）。管見の限り、この接辞についての先

行研究の記述はない。文語の共格は -ňUn という形式である。しかし同時に文語での共格

形式 -ňUn も使われている（テキスト中の[1-022][2-041]を参照）。この接辞 -gAli は(2)のよ
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うに人称代名詞の斜格語幹につくので、やはり格の一形式とみなすことができる。(1), (3)

のようにその後ろに人称接辞をとるが、その出現位置も他の格と同じである。 

(1) bii  ilə=wul    biǰim,     ətikəəŋ-gəli-j  biǰǰim. 

  私は どこにでも 暮らそうと、 自分の夫と  暮らす 

 

(2) noŋan  min-gəli  əšni  tɵɵrə-m-šʉ. 

  彼は  私と   話したくない。 

 

(3) bii  noŋaŋ-gəli-n  taŋniw   shkolala. 

  私は 彼と共に   学んだ、 学校で。 

 

 Aralova et al. (2013: 5)にもやはりこの接辞の例を見出すことができる。 

(4) bidditən     ətikən     atikan-gali. 

  暮らしていた、 おじいさんが おばあさんと。 

 

 エウェン語の他の方言記述にも類似の形式は見いだすことができず、現在のところ、こ

の接辞の由来は不明である。ただし満洲語には gəli「さらに、また、その上、～も」とい

う語がある（査読者の御教示による）。 

 

2.3.2. 動名詞化接辞 -ŋA 

 Novikova (1960, 1980, 1968) にはこの接辞に関する記述がない。Novikova, Gladkova i 

Robbek (1991: 163) および、コリマ川右岸支流のベレゾフカ川方言（中央方言）の記述 Robbek 

(1989: 62) には、この接辞についてのほぼ同じ記述がある（したがって Novikova, Gladkova i 

Robbek (1991) の記述は Robbek によるものと思われる）。以下にその要点を示す： 

否定的な叙法を示す一連の語群（turku-dəj「できない（能力・状況）」, nun-dəj「できない

（能力）」, obla-daj「（時間がなくて）できない」, baa-daj「（やる気のなさから）できない」, 

həə-dəj「（障害があって）できない」）があり、これらは語彙的な意味を持つ別の語と共に

文中に用いられる。このような分析的な表現において語彙的動詞は特別な標識  -ŋA をと

る：bak-ŋa turkurəm「私は見つけられなかった」、xɵr-ŋə baan「彼には行く気がしないの

だ」                （Robbek (1989: 62)） 

 

 本稿のテキストでは、turku-「できない（能力・状況）」によって否定される動詞の形式

として多く現れている（他に 12 例ある）。 

(4) əgdi   oodɪǰɪ    turkuǰinni     kʊŋaŋʉlbʉ-ŋa”. 

  大きく なってから できなくなるよ、 子供を産むことが、    [8-007~008] 

 

 しかし、一方で同じ話者が同じ文脈で、否定される方の動詞（以下、「語彙的動詞」とす

る）に動名詞 -daa[-人称] を用いている例も見いだされる。 
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(5) bii  turkuttiwu    mәәŋkәәn,  kʊŋaŋʉlbɪ  bakʊ-daa-j.     [8-011~012] 

  私は できなかった、 自分が、  子供を   産むことが。 

 

 筆者が過去に収集したテキストでも、両方の例を見出すことができる。 

(6) “jaami   xaan   turkur    ojči-ŋa.  

  「なぜか ある者は できない、 登ることが。」      （Kazama (2009: 132)） 

 

(7) xaandawʊr  turkuru=si    il-daa-wur.      

  何人かは  できなかった、 立ち上がることが。     （Kazama (2009: 333)） 

 

 他方、Kornileva 氏からはこの接辞に関してさらに次のような例を得ることができた。 

(8) baariw        bii  tartaki   ur-ŋə. 

  する気が湧かない、 私は そこへ  行くことが。 

 

(9) noŋman  naada   bak-ŋa,      ilə=wul  bidəən. 

  彼を   必要だ、 見つけることが、 どこに  いようとも。 

 

(10) oddiǰi   gərgəwči-ŋə,   utnəriw. 

  終えて、 働くのを、   帰って休んだ（私は）。 

 

 (8)の baa-「（やる気のなさから）できない」との共起は先行研究に指摘されていた通り

だが、さらにロシア語からの借用語 naada「必要だ」、od-「終える」などの要素が助動詞

的に使われている場合にも、-ŋA による語彙的動詞が現れている。これらの要素は否定的

ニュアンスを持っていない。 

 これはおそらく -ŋA の使用範囲が拡大したことを示しているものと思われる。-daa[-人

称] との機能的類似から、本稿ではこれを動名詞と呼ぶことにする。-daa[-人称] との違い

は、人称接辞をとることにあるが、両者の機能の違いについてはなお明らかではない。 

 

2.3.3. 類推による一種の二重標示 

2.3.3.1. 禁止構造の語彙的動詞の動詞形式 

 一般に文語の命令形は、V-lI [sg.], V-(lI)lrA [pl.], 禁止形（つまり否定の命令形）は əǰi  

V-r(A) [sg.], əǰilrʉ V-r(A) [pl.] という形になる。これは否定動詞によって否定される語彙的動

詞が一種の不定形（-r(A)）をとるもので、ツングース諸語に広く見られる否定構造である。

これに対し、ブィストラヤ方言の禁止構造は əǰi V-kIl [sg.], əǰi-llə V-kIllA [pl.] という形で現

れる（下記の他に[1-037], [2-047]などの例が見られる、なお Novikova (1968: 99, 1980: 76) に

はこのような形が「東諸方言において（v vostochnykh dialektakh）」現れる、と記述されて

いるが、ここでいう東諸方言とはどこの方言を指しているのか明らかにしていない）。 

(11) әǰi       tadʊ-wʉr  nokʊt-kɪl,  

  ［否定動詞］  そこに  ぶら下がるな、             [8-006~007] 
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(12) әǰi-llә~     mintәki,  aas-kɪlla,      

  ［否定動詞］ 僕に   腹を立てないで（あなたがたは）、        [1-035] 

 

 つまり、禁止構造の語彙的動詞の動詞形式が不定形でなく一種の命令形になっているの

だが、おそらくこれは肯定の命令形からの類推によるものだろう。 

 他方、Kornileva 氏から禁止の文をロシア語を媒介言語にして訊いたところ、2 人称単数

に対する禁止では、二様の形式でゆれが観察された。 

(13) əǰi      ｛ɪl-kɪl / ɪl-rʉ｝. 

  ［否定動詞］  起き上がるな（まだ病気なのだからベッドからは）。 

 

(14) əǰi      ｛nək-kil / nək-rʉ｝. 

  ［否定動詞］  するな 

 

 禁止以外の場合には、ブィストラヤ方言でも否定動詞はやはり -r(A) の形をとっている

ので、こちらからの類推も働くことになる。このため上記のようなゆれが観察されるもの

と考えられる。 

 

2.3.3.2.  3 人称代名詞複数形および所属人称接辞 3人称複数形 

 文語の 3人称代名詞複数形が nʊŋartʉn であるのに対し、ブィストラヤ方言では nʊŋartar 

となっている。これについては管見の限り先行研究の記述は見当たらない。エウェン語の

複数形は一般に -l によるが、/n/に終わる名詞はこの/n/を/r/に変えることによって複数

形を形成する（ex. aawʊn [sg.] vs. aawʊr [pl.]「帽子」Novikova (1968: 92)）。おそらくこの交替

からの類推が働いて nʊŋartar という形式が生まれたものと考えられる。単数形は nʊŋʉn 

であるので、単数形の語末の n が r に交替した上、所属人称接辞 3 人称複数形 -tʉn が

つき、さらにこの接辞末の n も r になっていて、いわば二重三重に複数が表示された形

式となっている（つまり、文語の複数形 nʊŋartʉn もすでに二重標示的である）。さらに文

語における所属人称接辞 3 人称複数形 -tʉn も、Kornileva 氏の発話ではもっぱら -tAr と

いう形で現れる。 

(15) nʊŋartar  ǰʊʊ-tar 

  彼らの  家 

 

(16) nʊŋartar  kɵkəri-tər. 

  彼らは  死んだ。 

 

 テキスト中では、[1-002], [2-028], [5-047], [5-048], [5-050] などに見られるように、所属人

称接辞 3 人称複数形はもっぱら -tʉn の形で現れている。Aralova et al. (2013)も同様である。

したがってこの変化はまだ起こり始めたばかりのものであるか、もしくは、なお Kornileva

氏のパロールの次元にとどまっているものと思われる。 
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3. テキスト 

 以下に各テキストの話者および内容に関する情報を記しておく。 

 テキスト 3.1.～3.5.はアナウガイにて Solodikova, Raisa Maksimovna 氏（1945 年 Tvajan 村

生まれ）より録音した。氏は学校の図書室にお勤めで、物語などに関心が深い方である。

氏はヤクーツクの E. N. Bokova 氏の書いたエウェン語の民話集（Bokova (2002)2）を読み、

これをロシア語や自分の方言に訳すことを思い立ったという。氏はロシア語もしくはエウ

ェン語に訳した御自身の手書きのノートを見ながら語って下さった。3.1.～3.4.は Bokova 

(2002) に基づくもので、筆者はこの本を所有しているので、帰国後出典の箇所を確認した

（以下に Bokova (2002)のページを示す、3.1.: 108-109, 3.2.: 187-188, 3.3.: 109-111, 3.4.: 186-187）。

3.1.の話は、Solodikova 氏のお母様もやはり同じ話を語っていたものであるという。3.5.は

Solodikova 氏自身が書き留めた物語であるという。テキスト 2 はクマとの異類婚姻譚であ

る。類話はウデヘやナーナイで記録されている（風間 (2011: 29)参照）。しかし話の筋はか

なり異なっている。筆者の知る限りでは、他の話の類話は記録されていない。テキスト 3.3.

はタルバガンに対するクマの行動の由来譚となっている。 

 テキスト 3.6.～3.11.はエッソにて Egorova, Rimma Maksimovna 氏（1954 年 Tvajan 村生ま

れ、ちなみに氏は Solodikova 氏の御妹さんである）より録音した。3.6.は簡単な一代記、3.7.

～3.9.は火などに関するタブーの話、3.10.は漁労と魚の調理法に関しての話、3.11.は植物利

用に関する話である。全て実話で民族学的な情報を多く含んでいる。3.10.と 3.11.は特にカ

ムチャッカの自然にエウェンがどのように適応しているかを知ることのできる重要な資料

となっている。魚を地面に埋めて発酵させてから食する習慣や、根茎を食べる習慣などは

少なくともより南の地域のツングースでは一般的ではないので、イテリメンやコリャーク

から取り入れたものなのかもしれない（発酵させた魚をロシア語で kɪɪsla と呼んでいること

も新しく取り入れたことを示唆しているものと思われる）。なお Egorova 氏の父親はトナカ

イを見失った際に、コリャークよりベニテングダケによって覚醒状態となる方法を教えて

もらい、トナカイを見つけたことがあったという。 

 他方、トナカイ遊牧に関する情報を得られなかったことが、今後の課題として残ってい

る。Egorova 氏はマックス・プランク研究所から来た研究者と仕事をしてきた経歴があり、

かつて新聞にエウェン語による紙面があった頃にその校正等もなさっていたということで、

テキストの書き起こし等の仕事にもなれていらした。書き起こしはもっぱら筆者が録音を

聞いて書き起こしたものを Egorova 氏に修正していただき、意味をつけていく、という形

で行った。なお訳に下線のある部分はなお検討の余地のあると思われる箇所である。 

 テキスト 3.4.の書き起こしには、アナウガイの M. N. Tarasova 氏（1957 年 エッソ生まれ）

ならびに M. L. Cherkashina 氏（1961 年 Tvajan 生まれ）に協力していただいた。他の 10 の

テキストの書き起こしは全て Egorova 氏に御協力をいただいた。なお魚や植物の同定や学

名に関して、呉人 (2009) を参考にさせていただいた。 

 なおテキスト中の - は付属語境界を示し、~ は引き延ばして発音されたことを示す。下

線を付した訳に関してはなお検討を要するものである。母音の長短、および一部の母音に

                                                        
2 この本は書誌情報などを除き全編エウェン語のみで書かれている。なお Bokova 氏のエウェン語は中央

方言である。 
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は同じ語であると思われるものでも若干一貫していないものがあるが、これは発話および

録音に従い「ゆれ」をそのままに表記したものである。これらに関してはなお今後の検討

を要する。 

 

3.1. 「牧童とカラスのウーリンジャ」 

 2014/08/13 Anavgaj にて、Solodikova, Raisa Maksimovna 氏より録音 

1-001 

nɪmkaan  gәrbun  kɵsčimŋәt ňaan  ʊʊlɪnǰa.        

物語の  名前は 牧童、  そして ウーリンジャだ。  

1-002 

ʊʊlɪnǰa      әrәk   tʊraakɪ.      

ウーリンジャ、 これは カラスのことだ。 

1-003 

tiitә~l    ɵmɵn  kɵsčimŋә  urkә~n  orolbɪ         kɵsčiǰǰɵɵttәn.      

ずっと昔、 一人の 牧童の  少年が 自分のトナカイたちを 放牧していた。 

1-004 

nәlkә,   ňaan  inәŋәlni  ʊkal     bisitәn.  urkәәn  orolbɪ,     

春で、  ほうら 日は   長くなって いた。  少年は 自分のトナカイたちを 

1-005 

ɪsʉɣdʊ,   oŋkʊttɪn,   oral       ɵmɵn,  tɵɵrdu,  oŋkaǰǰoottʉ.    

森に   放牧した、 トナカイたちを ある  場所に  放牧していたのだ。 

1-006 

ɵɵňək,      orom    aačča bisin.  oron     oŋkaǰaaklan    

逃亡するような トナカイは いなかった。 トナカイの 放牧地には 

1-007 

ɵmnәttәә~n jaakɪtan,     ɪsʊrɪn.     jaakɪta    atlan  ʊkal  tɵɵr  

ただ    グイマツだけが 生えていた。 グイマツの 下には もう 地面が 

1-008 

irәlča        bisin.   ňaan  urkəən   jaakɪta     attʊn.    

（雪融けで）現れて いた。  さあ  少年は  グイマツの  下で 

1-009 

dәsčiǰǰɵɵttən,  ŋaalʊčɪǰǰoottan   mәәni.    ɵmnәkәәn  tačɪn    

横になった、 日向ぼっこした、 自身を。  ある時   そんな風に 

1-010 

dәsčiddәkәn,     tʊrakɪ   ʊʊlɪnǰa      doorɪn.    

横たわっていると、 カラスの ウーリンジャが 舞い降りた。 

1-011 

urkәәn   aɪmakaan  dәsčisniǰi   aač  iɣlә,     biǰillin.    

少年は  とてもよく 寝ていて、 動かなかった、  そうしていた。 

1-012 

ňaan ʊʊlɪnǰa,      doočɪǰɪmnɪn,    bәi-gәčin     tɵɵrәәsnin.    

さあ ウーリンジャは  降りるとすぐに、 人間のように  話し出した。 
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1-013 

“әrә~k  bәi,   kɵkәčә    urәәčinni.  tiiniw-dә  әčin     dәsčiddin.    

「この 人は、 死んでいる みたいだ。 昨日も  こんな風に 横たわっていた。 

1-014 

tiәk  tačɪn-tәttә  dәsčiddәn.     tiәk  bii  ǰaalbɪ,       gәlnәǰim.    

今  そのままに 横たわっている。 今  私は 自分の仲間たちを 呼びに行こう。 

1-015 

tәәlʉŋdәj       ňaan  tɪmɪna,   әlә   әmǰiru.       noŋman    

教えてやるために。 ほうれ 次の日に ここに 私たちは来よう。 これを 

1-016 

amtʉdawʉr    nәkru.”  ňaan   dәgәllin.    tɪmɪn  ňaan  urkәәn,    

味わってみると しよう。」 それから 飛び立った。 次の日 また  少年は、 

1-017 

ňaan-da  әlәә-tʉttә,   orarbɪ          ilbәrin.    tačɪn-da    

また   ここへ    自分のトナカイたちを  追って来た。 そんな風に  

1-018 

oŋkačɪ...,  oŋkaǰɪllakatan,   dәsčiǰilrәn   tadʊ-t   jaakɪtaŋɪ      attʊn.   

     放牧して来ると、 横になった、 あそこに 自分のグイマツの 下に。 

1-019 

un-dә   dәsčiddәkәn       jaamɪ~   ʊʊlɪnǰal       ooja    

そのまま 横たわっているうちに、 なんとも ウーリンジャたちが たくさん 

1-020 

dәgsә.     ňaan  әgǰәŋәtәn      ʊʊlɪnǰa      gɵɵnni,     

飛んでいる。 さあ  彼らのうちの年輩の ウーリンジャが 言った、 

1-021 

“ŋɪagdalɪ,  dolla,   bii  әdu,    әdu-t   doottakʊ.    

「下の方へ 降りよ、 私が ここに、 ここに  降りよう。 

1-022 

tiәk-әsi,  atɪkajan,    ii    urәlnumi,       bɵɵdәlgidәdun,  doolla.  

今    おばあさんは そう、 自分の子供たちと共に あの足の所に  降りよ。 

1-023 

tala   čoŋkalla.   bii-si  әgǰәčәәnǰi   jaak,   dɪlgɪdʊkʊn   nәkčim.”    

そこで ついばめ。 私は  年輩だから、 何だ、 頭の所からに しよう。」 

1-024 

ňaan  tačɪn    tar,     ǰaalnɪ,    doorɪtʉn  bɵɵdәldun,  mәәŋkәn-әsi, 

さあ そんな風に そうして、 仲間たちは 降りた、 足の所に、 自身は、 

1-025 

dɪlʉn,  attʊn,  doorɪǰɪ,  čoŋkasandaj   kɪmnɪn.    

頭の  もとに 降りて、 突っつこうと  準備した。 

1-026 

ňaan,  čoŋkasandaj  nәkrәkәn   jaamɪ,  ʊʊlɪnǰa       ɪɪrkasamnʉn    

さあ  突っつこうと した時に、 なんと、ウーリンジャが、 叫ぶやいなや 

1-027 

tәgәndәәn,          ʊʊlɪnǰal        ňaan  oollɪǰʊr    

急に起き上ろうとしたので、 ウーリンジャたちは  さあ  びっくりして 
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1-028 

mәrgәmur  bәrir.   ňaan  tačɪn     uŋniǰur jaamɪ,  ʊʊlɪnǰa,    

意識を   失った。 さあ   そんな風にして、         ウーリンジャは、 

1-029 

әgǰәn  ʊʊlɪnǰa,       aɪm....,  uŋniǰi,      arrɪǰɪ       ňaan  

年輩の ウーリンジャは、      ああしてから、 目を覚ましてから さあ 

1-030 

gɵɵnni,   “urkәә,   jaasčɪnnɪ         tačɪn     munu     

言った、 「少年よ、  どうしたくてしたんだ、あんな風に、 私たちを 

1-031 

oolʊkačɪnnɪ,   jaadaj    munu   ɪrkanŋannɪ,     jaak  buu,    

驚かしたのか、 何のために 私たちを からかったのか、 何で 私たちが 

1-032 

iiniw       ǰәbbɵɵttu,   buu    kɵkәčәәw-tәkәn   amtʉwaattʊ.      

生きているものを 食べようか、 私たちは 死んだものだけを 食べようとするのだ。 

1-033 

әkit-tittә  aaša    oolʊkanannɪ    munu    kɵjәәnni  ǰaalbʊ-da   әәidu   

おまえは ひどく  びっくりさせた、 私たちを。 見よ、  仲間たちは 皆 

1-034 

dәsčir.”     ňaan  ʊʊlɪnǰa      tačɪn     uŋәddәkәn     jaamɪ,  

倒れている。」  さあ  ウーリンジャが そんな風に  ああした時に、 

1-035 

urkәә  ňaan,  gɵɵnni,   “әǰillә~   mintәki,  aaskɪlla,      bii  

少年は さあ、 言った、 「どうか  僕に   腹を立てないで、 僕は 

1-036 

ɪrkanŋadaj  nәkriwu,      әčin-dә    ňaan,  ɪrkaŋgamʊ  oodnɪ,    

ふざけて  みたかったんだ、 こんな風な  ほら、 冗談を思いついた、 

1-037 

әkit   bii  ňʊmarɪnʉm-da.  әǰillә,  mintәki  irkillә,        iŋә?”    

ひどく 僕は 恥ずかしいな。 どうか 僕に   気を悪くしないで、 ね？」 

1-038 

”čaasɪ,     iŋә,”    ʊʊlɪnǰa      gɵɵnni,  ňaan    ǰaalnɪ    

「まあいい、 よし、」と ウーリンジャは 言った、 それから  彼の仲間たちも 

1-039 

jaamɪ  ɪlʉǰaannʉ,    nasɪlʊ      ɪlʉǰaannʉ.    ňaan,    

何とか 立ち上がった、 やっとのことで 立ち上がった。 さあ、 

1-040 

dәɣәlʉǰaanna     tar.     aɪmaka~n  uŋniǰi      ňaan  

飛び立って行った、 そうして。 よく    回復してから、 それから 

1-041 

ʊʊlɪnǰa,       gɵɵnni,   “čaas     ɵrdəkun,    

ウーリンジャは、  言った、 「まあいい、  私たちは行くとしよう、 

1-042 

әtәru   irrә      әnikәn  ook-ta       tačɪn,    

私たちは ああしない、 決して 今後はいつだって あんな風に 
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1-043 

ɪrkanŋar.”           ňaan  tačɪn    tar,    dәgәllәkәtәn  

ふざけたりしないようにせよ。」 さあ  そんな風に そうして 飛び立って行くと、 

1-044 

ňaan ʊʊlɪnǰa,       mәә...,  ɪrlalrɪǰɪ    

さあ ウーリンジャが、       飛び立ってから、 

1-045 

ňaan  uŋәǰilrin,      mәrgәčiǰilrin       gɵɵnni,   “oon   jaadʊ 

さあ  ああし始めた、 申し訳なく思い始めた、 言った、 「どうして 何のために 

1-046 

naan  bii  әčin     uŋniwu     ňaan-a,  kәәňәlič   ɪrkanŋarɪwʊ.”    

ほら   僕は こんな風に したんだろう、 ああ   悪い仕方で ふざけてしまった。」 

1-047 

ňaan  tadʊk   ňaan uŋŋɵɵttәn          gorʊ~,   ittiǰi  

さあ  それから さあ 彼はああするようになった、 長いこと 見ていてから 

1-048 

tar,     ǰaalbɪ      tar  ʊʊlɪnǰalbʊ      әmi  ittә,        

そうして、 自分の仲間を、 その ウーリンジャたちを 見かけなくなると、 

1-049 

borbaɪlloottan,       ňaan,   mɪawannɪ~  әsni   aɪč   uŋŋɵɵttʉ,    

心配するようになった、  さあ、  彼の心は、 落ち着かなくなるのだった、 

1-050 

ňaan   turučiǰәәňňɵɵttәn      mәәni,   gәlәәllɵɵttәn-da    

それから 気持ちを静めるのだった、 自分の、 いないのを寂しく思うのだった、 

1-051 

tar     ǰaa....,   tʊrakɪŋalbɪ.     ňaan   tar.    

その         カラスたちを。  さあ  そんなだ。 

 

3.2. 「クマをどうして大事に扱うのか」 

 2014/08/13 Anavgaj にて、Solodikova, Raisa Maksimovna 氏より録音 

2-001 

nɪmkaan  gәrbәn,   nakatʊ   jaamɪ    oǰawaattan.      

物語の  名前は、  クマを  どうして  大事に扱うのか、だ。 

2-002 

tiitә~l  ɵmɵn  asaatkan,   gәlәtәddin   bәrinә,       orom.      

昔々  一人の 女の子が、 探していた、 見失ってしまった トナカイを。 

2-003 

ʊkal  iŋәn   bisin.   okaatʉl-da  ʊkal   bukudditәn,  tɵɵr-da iŋәmәddin.  

もう 寒い頃 だった。 川も    もう  凍っていた、 大地も 凍っていた。 

2-004 

asaatkaan,  buila,  ŋәnnin,   ňaan    tikrin,   kәәŋgulәlә.      

女の子は  森に  行った、  それから  落ちた、 穴に。 

2-005 

kәәŋgulә  әgǰәәn  bisin,  әrәɣәr   ukәllin       awʊskɪ-wʊč   ňaan,  

穴は   大きかった、  長いこと 転がって行った、 どこへか、  さあ、 
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2-006 

bakrɪn,    әgǰәә~n,  kәәŋgulә.  tarak-maja    kәәŋgulә,  bisәn      

見つけた、 大き～な 洞穴。  そいつはたぶん 洞穴は、 あれだった、 

2-007 

kobalaan  ǰuun.    kobalaan  ňaan  ʊkal-da ʊklaasnɪn,  tugәnidu   

クマの  住みかだ。 クマは  さあ   もう  寝ていた、 冬に    

2-008 

oodakan.      iŋәmnә~  bisin.   asaatkaan,   gɪrkarɪn,    

なっていたので。 寒いのだった。   女の子は   歩いて行った、 

2-009 

ŋaalǰɪ-da  ǰulәp...,  ŋaal  ǰulәpki   uŋnikәәn     tәminikәәn.   ittәn  jaamɪ,  

手で…       手で 前の方を ああしながら、 探りながら。 見た、 何だか、 

2-010 

ňaan  uŋnәn   jaakʊčɪ-sɪ, tәmbәkәn-dә  nәbuli-dә   ňam-a.   tarak-mʉja    

さあ   あれ、   何か、  柔らくて、  毛深くて、  温かい。 そいつはたぶん 

2-011 

bisin,     kobalaan.  ňaan  mɪalʊkaannɪ,  asaatkan   әŋullin,    

あれだった、 クマだ。  さあ   目覚めさせた、女の子は  びっくりした、 

2-012 

ilgәnikәәn,   ňaan,  itәji     nipkәrin,  i    amʉskɪ   mɪčʉsnɪn.    

震えながら、 さあ、 自分の顔を 覆った、 そして 後ろへと 後ずさった。 

2-013 

kobolaan,   әči jaaw-da,  nәkrә,     әttә-tɪtta    ičisnә.    

クマは、     何も   しなかった、 目をくれようともしなかった。 

2-014 

kʊlɪčaan  ňaan turkurin     ňooŋa,       urkәw  turkurin,  bakŋa.   

女の子は さあ できなかった、 逃げ出すことが、 扉を  見つけられなかった。 

2-015 

čәәlәlin-tittә,  әrәli   ŋәn...,  gɪrkarɪn.    әgǰәn-ә~   dәәmŋә bisin  umukič.  

そこいら中  周りを     歩き回った。 大きくて  広かった、   とても。 

2-016 

kobolaan  ňaan,   asaatkaam  ančɪndʊlaɪ    tәgukәәnnin.    

クマは  ほうら  女の子を  自分の近くに  座らせた。 

2-017 

kobolaan  ɪldaj       nәkrin  ňaan...,  asaatkaan ɪldaj       nәkrin  

女の子は 立ち上がろうと した、 ほうれ 女の子は 立ち上がろうと した、   

2-018 

ňaan,   kobalaan  ňaan-da  tәgukәәnni.   tačɪn    tar  

ほうれ  クマは  再び   座らせた。  そんな風に そうして 

2-019 

gorʊ~   uŋәnin      asaatkaan,   ňaan  irәkәn   ɵsәәllin.      

長いこと ああしていた、 女の子は、      そして  疲れて来た。 

2-020 

ǰimәllin-dә,       mɵɵw-dә  kooldaj nәkrin,  ňaan kobolaan, kɵjәә..., ittin,  

お腹が空いて来た、 水も       飲みたくなった、 さあ クマは      見た、 
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2-021 

asaatkaan  ǰimәlčәwәn.         ňaan  uŋnin,    oɣʉrɪ,    amŋalan  

女の子が  お腹を空かしだしたのを。さあ  ああした、 自分の掌を 彼女の口に 

2-022 

nәәrin,     čɪɪmčadaan    asaatkaan.   asaatkaan  ňaan,  әrәgәr  

差し出した、 吸うようにと、 女の子が。  女の子は   さあ、 ずうっと 

2-023 

ňaan   irʉkәn,   aɪč  biǰillin      tadʊ   tar-a,    ɪlam   anŋanʊ   

ほうれ   そして  良く 暮らし始めた、 そこで そうして。 三   年に 

2-024 

oodakan,  asaatkaan ňaan,  atɪka...,  әtikәәŋnin  kobalaanʉč,   ǰuurbu-dә    

なる時、 女の子は さあ、       夫とした、 クマと、   二人の 

2-025 

urәlgəj  bakʊwkaanɪn.  bidmi       ňaan  kobalaan  ančɪndʊn  әәidu,    

子供を 産んだ。   暮らしていると、 ほうれ クマの  そばで  いつも、  

2-026 

ɪnŋatʉlkaan-da  oodɪn,   nәbuli  oodɪn.   ɵmnәkәәn,  asaatkaanŋi-si  bisin   

毛むくじゃらに なった、 毛深く なった。 ある時、  女の子には  いた、  

2-027 

ǰuur,   agdagarnɪ,   noŋʉrtan  gәlәәttitәn   gorʊ~    gәlәәttitәn    

二人の 兄たちが、  彼らは  探した、   長いこと  探していた、 

2-028 

nuuwur.     turkuriǰur  bakŋa,       ňaan  oddɪtʉn.   

自分らの妹を。 できずに、 見つけることが、 ほうれ 止めてしまった（探すのを）。 

2-029 

ňaan   ɵmnәkәәn  nәlkә  oodakan,  oodakan,  agdagnɪlnɪ  bakrɪtan,    

それから ある時   春に  なると、 なると、 兄たちは  見つけた、 

2-030 

buila,  kobolaan  ǰʊʊwan,   uuiriǰur    ǰʊʊtkɪwar     tәәlʉŋnitәn, ňaan,  

森に、 クマの  住みかを、 戻って来て、 自分らの家へ、 話した、  さあ、 

2-031 

ǰaaltakɪwar      ňaan,  kɪmaǰɪllɪtan,   bujudəwur.    

自分の仲間たちに、 さあ、 準備し始めた、 狩りに出かけようと。 

2-032 

ňaan,  әmniǰur   tar,     kobalaan  ǰʊʊtkɪn,   gɪdalbʊr,     gɪdǰʊr   

さあ、 やって来て そうして、 クマの  住みかへ、 自分らの槍を、 槍で 

2-033 

učisnitәn.   asaatkaan ňaan  ittin   mәәn  agdagnɪlbɪ  ňaan,  gɵɵnni,  

彼らは突いた。女の子は ほうら 見た、 自分の 兄たちを、 さあ、 言った、 

2-034 

“urkәә,     әlә   bii bisim,  minŋi ǰuur   urʉlbu,   noŋartan    

「若者たちよ、 これは 私 よ、  私の 二人の 子たちよ、 彼らの 

2-035 

akantan,  tar  әllәәnŋʉlә,  urәәkčәn  әllәәnŋʉlәn,  bolgɪkaan     doolɪn  

父親よ、 あの 中腹を、  山の   中腹を、   ハイマツの茂みの 中を 
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2-036 

gɪrkawačɪddan.     noŋman...,  maamɪ-da  noŋman  maalla,  minu  

歩き回っているのは。 彼を…      殺すなら、 彼を   殺せ、 私には 

2-037 

әǰillә   nәk....,  jaar-da.”     “guǰәә~     ɪlaaǰɪn    nɵɵčəmun    

決して      手を出すな。」 「かわいそうに、 気の毒に、 私たちの妹よ、 

2-038 

jaamɪ   ii     әrrɵɵčinni  oodɪš,         әŋuňu-kәә  әŋuňu-kәә.”  

どうして おまえは こんな風に なってしまったのか、 恐ろしい、 恐ろしい。」 

2-039 

agdagnɪlnɪ,  ɪrkallɪtan    ňaan  ňoomalčɪrɪtan,       ňaan tačɪn-ta,    

兄たちは  叫び出した、 そして 急ぎ逃げ去ってしまった。 さあ そんな風にして 

2-040 

asaatkaan  kobolaan   oodɪn.   biǰillin      әrәgәr   әrәglәәn    

女の子は  クマに   なった。 暮らし始めた、 常に   ずうっと 

2-041 

kobolaannʊn  biǰillin,      ʊlaaptɪn.    tәәmi-dә,    ibǰiri,    

クマと共に  暮らし始めた、 居残った。  このために、 何者も、 

2-042 

әstәn,   kobolaan  ook-ta,    ɵɵsəjjɵɵttʉ,        noŋman    uŋә    

しない、 クマを  いつだって 怒らしたりしないのだ、 彼のことを、 あれと 

2-043 

gɵɵwәtti,       aanɪwar  bidәәn,  maamɪ-da,  әstәn  gɵɵwәәttә,    

いつも言っている、 親戚で  あると、 殺しても、 彼らは 言わない、 

2-044 

maarɪwʊn,     gɵɵwәәtti,   urәəriwun.     urkәәrkә,    nɵɵtәn  

殺したのだとは、 言うのだ、  間違えたのだと。 若者たちは、 彼らの妹は 

2-045 

tačɪn     tar  gɵɵnin,   “ii      gɵɵŋnәәllә,”      

こんな風に  こう 言った、 「あなた方は 帰ってこう言え、」と 

2-046 

abaga,    “gɵɵŋnəli-də     urәәwuriwun.        maamɪ-da,    

クマは、 「言うようにせよと、 私たちは間違えたのだと。 殺しても、 

2-047 

әǰillә,  usiŋәtkәrәkillә        ullәw,   ǰibmi     gɵɵŋnәәllә,   

決して 投げ散らかしてはならない、 肉を、  食べるなら  言え、 

2-048 

kʊŋararʉp,   maamɪ    ňaan  jaasʉlloon  nipkәgrәәllә,  jaač-ta   mәәr   

子供たちは、 殺したら、 ほうれ 目を    覆え、    何かで、 自分らの 

2-049 

oɪdʊkʊwʊr  gadɪɪǰʊr,  ňaan       urrɵɵn, miinәriǰur,      eetaǰɪn    

服の中から 取って、 ほうれ（クマの） 腹を  切り開いてから、  脂肪で 

2-050 

әsigrәәllә.     koratton-osɪ   orat...,  oratač,   ipkәgrәәllә.    

塗れ。（クマの）  耳は、          草で   突っ込んでおけ。 
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2-051 

amŋalɪn-ʉsɪ,  moow,  ɪňgʉraalla.     iičči,   mudәsәndәәn,    

その口は、  棒を  押し込んでおけ。 歯で、 くわえているように、 

2-052 

tarakam-takan      ňaan,   issɵɵn,   atalʉǰɪlgraalla,   tačɪn    

そうしたらそこで初めて ほうれ、 その皮を 剥ぐようにせよ、 そんな風に 

2-053 

tәәmi-dә  gɵɵŋnәәllә        tadʊk,    jaak  bii  inu    nәkriwu,   

その後は 戻って言うようにせよ、 それから、 何か 私が おまえに したことは、 

2-054 

jaak   bii  inu    maarɪwʊ,     inu,    maarɪn,    aŋɪdala    

何か、 私が おまえを 殺したことは、 おまえを 殺したのは、 別の所に 

2-055 

bisi,         ǰibǰilmi-dә,     gɵɵŋnәәllә     kɵɵ,     ullәw,  

暮らす（よそ者だ）、 食べ始める時も、 言うようにせよ、 クウッと、 肉を 

2-056 

nәәdiǰur,   ʊŋkapʉm  ooɣraalla,     jaattʊk,  talɪ   jaatlɪ,   ɪnnɪǰʊr,    

置いて、  輪を   作るようにせよ、 小枝で、 そこに 小枝に、 刺してから、 

2-057 

ǰoldawkaannɪǰʊr   ǰәbgrәәllә.”         tiәk-ә.    

固定してから   食べ始めるようにせよ。」  そこまでだ。 

 

3.3. 「タルバガンとクマ」 

 2014/08/13 Anavgaj にて、Solodikova, Raisa Maksimovna 氏より録音 

3-001 

nɪmkaan  gәrbәn,  čaamak   ňaan   abaga.   tarbagan,   i  medved’.   

物語の  名前は、 タルバガン、それから クマだ。 タルバガン と クマだ。 

3-002 

tiitә~l,  čaamak,    ǰʊʊgaj    ooddɪn.    

昔々、 タルバガンが 自分の家を 作った。 

3-003 

ɵmnәkәәn  noŋan,  ňɵɵriǰi,   ǰʊʊdʊkɪ,   kɵjәәttiǰi   әrәli,    

ある時   彼は、 外へ出て、 家から、  見回して、 あたりを、 

3-004 

ňamalčɪǰɪlrʉn      ňɵɵltәndulә.    

日向ぼっこし始めた、 太陽に。 

3-005 

ňaan  jaamɪ ittәn,  mәgdin  әәjәlәn   kobolaan,  ulәddәn    tɵɵru   

ほうれ    見た、 崖の   上に   クマが、  掘っていた、 地面を、 

3-006 

ŋiŋtәw  ǰәbdәj    gәlәtәddәn.   ittiǰi,   čaamakʊ,     әntәkәjә  aassɪn.    

根菜を 食べようと 探していた。 見て、  タルバガンを、 ひどく  怒り出した。 

3-007 

“ii-li,     čaamak,     minu...,  minnun...,  mintәki  

「おまえは、 タルバガンよ、            オレに 
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3-008 

ŋaawannɪ,            ii-bәdi     kučukәәn  bisәnni, ii  

襲い掛かって来ようと言うのか、 おまえなんか 小さいくせに、   おまえは 

3-009 

bidәj     nәkәnni   mindʊk-ta  әŋi  bidәj   nәkәnni,      

そうしようと するのか、 オレより  力が あると  いうのか、 

3-010 

әtәәnni-da-tɪtta   minu  dabdʊkaan.      čaamak    әŋullin.    

おまえは決して  オレを 負かせやしないぞ。 タルバガンは 驚いた。 

3-011 

iimәlčirin     ǰʊʊlaj.    ňaan  tadʊk   әŋunniǰi   gɵɵnni,    

急いで入った、  自分の家に。ほうら そこから 驚きながら 言った、 

3-012 

“iŋә~,   aka,     ii     әgǰә~n  bisәnni, ii     čәәlәdukun    

「はい、 お父さん、 あなたは 大きいです、  あなたは 全ての者より 

3-013 

әŋi  bisәnni,  in     urәәčin-si  әlә    aačča-da-tɪtta.     

強い です、  あなたの ような人は ここには 誰もいません。 

3-014 

ii-k,    oon-ka      ii     bisәnni,    bii  turkuǰim,     

あなたが そのようである あなたの ようになど、 私は できません、  

3-015 

iiŋә,     bii  turkuǰim,    ɪmannalʉ   gɪrkaŋa,    min-ʉsi bɵɵdәlu  

そうです、 私は できません、 雪の中を  進むことも、 私の  足は 

3-016 

urumkun,   iŋәnduk-tә    turkuǰim,      kɵkәǰim       ňaan-a,    

短いんです、 寒さに対しても 耐えられません、 死んでしまいます、 ほうら 

3-017 

turkuǰim-dә,      ɪmanna  әrdәdukun,  jaaw-da ullә.    

私はできないんです、 雪の   下から   何も  掘り出すことだって。 

3-018 

ǰimәlǰim.        tačɪn    ňaan әәidu  čuurkinǰim.    

飢えることでしょう。 そんな風に さあ 全く  くたばってしまうでしょう。 

3-019 

jaamɪ,   tɵɵrdu-tittә   әtәәn,   minu,     jaaw-da  nәkrʉ.”   

そして、 地面の上でも      私のことを  何とも  しないでしょう。」 

3-020 

әrәw   doldʉrɪǰɪ   kobolaan,  oodmar-da    ɪɪrallɪn.    

これを  聞いて、  クマは   さらに激しく  怒り出した。 

3-021 

ňaan  kurgәrlin   noŋantakɪn.   “jaamɪ,   tačɪmʊr   tɵɵrәnni.  

そして 唸った、  彼に向って。 「なんで、 そんな風に おまえは言うのか。 

3-022 

jaadaj   mintәki čiiŋәәnni.      jaak  min   gurgәwu      

どうして オレに キーキー言うのか。 何が オレの 関わることだろうか、 
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3-023 

iŋәmniwәš-tә,      ǰәmsiwәš-tә,     ii     mintәki,      

おまえが凍えようと、 腹を空かせようと、 おまえが オレの方を、 

3-024 

mintәki   kɵjәәttʉkәs, bii   jaasalʊs,     uččim.       itiwus,    

オレの方を 見るなら、 オレは おまえの目を、 くり抜いてやる。 顔を 

3-025 

ɵšiǰim.”      ňaan tačɪn    tar,     oɣarɪ,     uŋniǰi,    

引っ掻いてやる。」 さあ そんな風に そうして、 自分の掌を、 ああして、 

3-026 

kɪmnʉǰɪ,   kobalaan  noŋantakɪn  ǰilŋәnčin.       əŋulliǰi,   čaamak,    

準備して、 クマは  彼の方へ  飛び掛かって来た。 驚いて、 タルバガンは 

3-027 

tәgәlәә~  ǰʊʊlaj    diknin.    “ŋii  ňaan  uŋǰin,       kobolaam    

奥へと  自分の家に 隠れた。 「誰が     ああできるだろう、クマを 

3-028 

aj   oowkaanǰɪn.        әgǰәәn-dә  əstәn,    әgǰәn-dә  uŋә,   әәidu 

良く 落ち着かせられるだろうか。大きい、  できない、  大きい、  あれだ、 全く 

3-029 

ňaan minu әpkunǰin      tarɪǰɪt   ňaan,  kɪbalǰɪn.”    

さあ 私を 捕まえるだろう、 すかさず     バラバラにするだろう。」 

3-030 

čaamak    әŋulliǰi             ňaan  kiәkәәšnʉn,    

タルバガンは ああし始めてから（恐れて）、  さあ  キーキー鳴き出した、 

3-031 

kobalaannɪ   bɵɵdәlәn   əәlgәlin  ňooŋčɪn.    

クマの    両足の   間から  逃げ出した。 

3-032 

kobalaan  ňaan  pasakasamnɪn...,  oɣarǰɪ,   uuttin     čaamakʊ.    

クマは  さあ、 バンと叩いた、 掌で、  追いかけた、 タルバガンを。 

3-033 

čaamak,     әŋulliǰi,   ɪɪlkan  әntәkәjә  ňooŋčɪrɪn,    

タルバガンは、 恐れて、  本当に 懸命に  走った、 

3-034 

kobalaan  ʊptʊkan.    kobalaanŋɪ-sɪ,  ňooŋčarak-a  iirәk-ә,        dɪlan,  

クマを  引き離した。 クマの方は、 走るのに   必死になったので、 頭が 

3-035 

arɪlbɪllan.      ňaan kɵjәriǰi,  turkuriǰi,    kobalaa...,  čaamakʊ  

フラフラし出した。 さあ 見て、  できなくて、 クマは   タルバガンを 

3-036 

bokŋa,        amʉskɪ    mʊčʊʊrɪn,    kobalaan-ʉsɪ  kәәkurli  

追いかけることが、 元来た方へ 戻って行った、 クマは。   斜面に沿って 

3-037 

ňoon...,  ňooŋčɪrɪǰɪ,    oɪčɪrɪn,  upkәčәn  әәjәlәn.    

     逃げて行って、 登った、 山の   上へ（タルバガンは）。 
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3-038 

tadʊk-makan   ɪɪraasnɪǰɪ     ňaan,  uŋčәri,    aasčaǰɪ-da     ňaan   

それからやっと 呼吸が静まって さあ、 ああした、 侮辱への仕返しに ほうれ 

3-039 

uŋәǰillin.         inimәrniǰi  oosaɪǰɪllɪn,      “kobalaan  әәkukee~,  

ああし（叫び）始めた。 笑って   からかい始めた、 「クマよ、  どうだ？、 

3-040 

kɵjәәnni  tiәk,  boknʉnnɪ   minu.  әgәә,  jaak-asɪ  ii      

見ろ、  今、 追ったのか、 私を。 ああ、 何が   おまえは  

3-041 

uŋәn  biǰinni,       ɪŋmaan  biǰinni,      әŋin  biǰinni,    

あれな もんだろうか、  すばやい ものだろうか、 強い ものだろうか、 

3-042 

uptunni     mindu,  әgәgәә~.”    tadʊk    ňaan,   kobolaan,    

遅れをとった、 私に、 ほうれ？。」   それからは ほうれ、 クマは 

3-043 

ook-ta     әsni,    uŋŋɵɵttʉ,     čaamakʊ    turkuwәәttәn   

いつだって、 そいつは ああしている、  タルバガンを、ああはできなくなった、 

3-044 

tar   ǰolakaɣlɪ  gәlәәtŋә.    tarakam   tәәmi-daa-kka  әstәn   ňaan,    

ほれ  石の間に 探すことは。 それから  そのためか、 彼らは  ほうら、 

3-045 

oračɪl,       oramŋal        kobolaandʊk  ǰajʊččoottʉ      

エウェンたちは、 トナカイ牧民たちは、 クマから   隠すようになったのだ、 

3-046 

aawmʊr-da,     ojʊr    čaamak     iistukun   aŋaančawʉr.  

自分らの帽子を、 服を、  タルバガンの  毛皮から  縫製したものを。 

3-047 

kobolaan-ka  ǰooŋčɪn    taraw   aasčaj        čaamaktakɪ,   

クマは    覚えている、 あれを、 腹を立てたことを、 タルバガンに。 

3-048 

ňaan   nasʉkčɪn     tar     oromŋʉl       ojɪlbʊtʊn.    

ほうれ  引き裂くのだ、 ああして トナカイ牧民たちの 服を。 

3-049 

etu  skazku,   zapisala   Bokova     Evdokij    Nikolaevna,  

この 話を、  記録した、 ボーコワ、  エヴドキー ニコラエヴナが。 

3-050 

iz   rasskazala   Marija   Ujagaŋkan.       

語ったものから、 マリア  ウヤンガンカンが。 

 

3.4. 「蚊」 

 2014/08/13 Anavgaj にて、Solodikova, Raisa Maksimovna 氏より録音 

4-001 

әrәk  tәәlәŋu oňarɪn,  Bokova    Evdokija   Nikolaevna,     pisatel’   

この 物語を 書いた、 ボーコワ、 エヴドキー ニコラエヴナが、 作家だ、 
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4-002 

jakutijadʊk,      orač,         

ヤクーツク出身の、 エウェンだ。 

4-003 

ɵmɵn  ǰʊɣanɪdʊ,  ooja     kʊlɪčaan bisin,  oral      aanda     

ある  夏に、  たくさんの 蚊が  いた、 トナカイたち や 

4-004 

dilgәŋkәl  amasčɪwaatta,  kʊlɪčaandʊk   bәil   әčin-dә   illʉtәn-tәttә,  

獣たちは 苦しんだ、  蚊のために。 人々も こんな風に 苦しんだ、 

4-005 

ɵmɵn  ujumkun   mәrgәnǰә  asɪ,    čakrɪǰɪ   kʊlɪčaarbʊ  әlәklә  

一人の       賢い   女性が、 集めて、 蚊たちを、 袋に、 

4-006 

әntәkәjә        ɵɵňәrin,  ňaan  tugәnәklәәn  taraw  nəәkčirin,    

きつくきつく（口を） 縛った、 さあ  冬になるまで それを とっておいた、 

4-007 

tuɣәni  oodakan,   noŋan  ňuurin   әlәki     tulәәski  kʊlɪčaarbʊ ňaan  

冬に  なると、  彼女は 出した、 自分の袋を 外へ、  蚊たちを さあ 

4-008 

kuŋkirin  ɪmannala.  gɵɵnikәn,     “tiәk-kәә,  kʊlɪčaar,   minu ǰʊɣanɪdʊ  

放った、 雪の上に。 こう言いながら、 「今こそ、 蚊どもよ、 私を 夏に 

4-009 

ɪɪlgɪttɪsʉn,    әlәɣәr  kɪkrɪsʉn,    tiәk,    uu,      min  

苦しめたわね、 いつも 刺したわね、 今こそ、 おまえたち、 私を 

4-010 

biččәdu,   ɪɪlgɪtlɪllә     mәәr,    ɪllɪllʉ,   iŋәmnillә,   bii-si ǰʊʊdʊ  

いるのを  苦しめてみよ、 自分らを、 起きよ、 凍えたか!?、  私は 家に 

4-011 

biǰǰim,   ňamdʊ,”     tiәk  tačɪmʊr   tawar   “ɪllɪllʉ,”    

いるわ、 暖かい所に。」  今  そんな風に ほうれ  「起きろ、」と、 

4-012 

“әtәәs,             ǰulәpki,   ibǰiriw,     ɪɪlgɪttʉ.    

「おまえたちはしないだろう、 今後は、  何者をも、  苦しめないだろう。 

4-013 

tačɪmʊrә-ә,  tačɪmʊrә   ɪllɪllʉ,”     ňaan,   gɪa  ǰʊɣʊnɪ  oodɪn,      

そんな風に そんな風に 起きろ、」と、 さあ、  次の 夏に  なった、 

4-014 

kʊlɪčaan   oodmar-da   ooja   oodɪn.      

蚊は    さらに多くも 多く  なった。 

4-015 

ɵšәmi   tәgәčin  urәәčilni,   biwәәttil,       kʊlɪčaar   dәggɵɵttikәn,   

まさに  以前の  ように、  そうであるように、 蚊たちは  飛び回ると、 

4-016 

kʊlɪčaar   ňaan,   asɪw   taraw,   kɵkәәwkәnitәn,    

蚊たちは  ほうれ、 女性を その、  刺すのだった。 



風間伸次郎／エウェン語ブィストラヤ方言の概説とテキスト 

107 

4-017 

asɪ,    turkurin     kʊlɪčaardʊk, ɪɪrasŋa,    gɵɵwɵɵttә   oon-ka,    

女性は、 できなかった、 蚊たちに  怒ることも、 言ったのだ、 このように、 

4-018 

apkattɪtan     kʊlɪčaar  noŋman,   “ooja    kʊlɪčaan  bisәkәn,    

彼らはああした、 蚊たちは 彼女を、 「たくさんの 蚊が   いたとしても、 

4-019 

әǰillә   ook-ta,    kʊlɪčaar  ɪgnɪgraar,    әǰillә  ɪɪlkan  mɪaŋčɪgraakɪlla,  

決して  いつだって、蚊に   腹を立てるな、 決して 本気で 相手にするな、 

4-020 

noŋman-takan әrәɣәr  gɵɵŋnəllə,      aɪč,   kʊlɪčaam  jaak  dilgәŋkәllә   

そいつを、  いつも 言っているように、 良く、 蚊を   何の 動物たちが 

4-021 

uŋŋɵɵttә,       oŋnɪwaattә       dәggɵɵttil-tikәn  čʊʊkačaar-takan    

ああしていることか、 ああしていることか、 鳥たちだけが、 小鳥たちだけが、 

4-022 

kučukәәr   tar    noŋman     čoŋkawaatta,  kʊŋal-a      әǰillә,  

小さいのが ああして そいつ（蚊）を 啄むのだ、  我が子供たちよ、 決して 

4-023 

kʊlɪčaam   deerugrәәkillә,  әlәkәn    biddәn,   tačɪn-da   tar,    

蚊を    ああするな、  そのままで いさせよ、 あんな風に ああして、 

4-024 

iinni   bisni,    ooja     kʊlɪčaan  bisәkәn  әǰillә   ookaŋčɪgraallә,”   

生きて いるのだ、 たくさんの 蚊が   いても、 決して  ああするな、」そう 

4-025 

gɵɵŋnәllә,   “әlәkәn   bidәtәn-ә    әtәәr-bәdi әntәkәjә     kɪkrʉ,    

言っていた、 「そのまま いるように、 彼らは  そんなにひどく 咬みはしない、 

4-026 

әčin-dә    iinni   bisni,”    tiәk-ә.    

こんな風に  生きて いるのだ、」 それまで。 

 

3.5. 「倉」 

 2014/08/13 Anavgaj にて、Solodikova, Raisa Maksimovna 氏より録音 

5-001 

ɵmnәkәn  dilәkәn  dәgәdmi    ɪsagla  nәәkuw  bakrɪn.   

ある時  ハエが  飛んでいて、 森を、 倉を   見つけた。 

5-002 

ňaan  tala   biǰilrin.     biǰәәnnin     onnʉnɪkaan.   

さあ  そこに 暮らし始めた。 長いこといた、 一人きりで。 

5-003 

ňaan  ɵmnәkәn   kʊlɪčaan  tala   doorɪǰɪ    kuŋkәrin,   

さあ  ある時   蚊が   そこに 下りて来て 戸を叩いた、 

5-004 

“ŋii   әlә   nәәkulә  bisni?” 

「誰が ここに 倉に   いるのか？」 
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5-005 

“bii     dilәkәn dirәŋә       bisʉm,    ii-nәn   ŋii bisәnni?”   

「この私、 ハエの ブンブンいうのが いるんだ、 おまえは 誰 なんだ？」 

5-006 

“bii,    kʊlɪčaan  kɪkalan bisәm.”   

「私は、 蚊の   刺す奴 だ。」 

5-007 

“әmnә   әwәski,   ɵmәttu biddәwur,  әnikәәnun  minu  kɪkrʉ.”   

「来い、 こっちへ、 一緒に 暮らそう、 ただ    私を  刺さないように。」 

5-008 

ňaan biǰilritәn     ɵmәttu.  tadʊk   ňaan  obaka    ňooŋčɪrɪǰɪ   

さあ 暮らし始めた、 一緒に。 それから さらに ハタリスが 走って来て 

5-009 

kuŋkәrin,    “ŋii  әlә   nәәkulә  biddʉn?”    

戸を叩いた、 「誰が ここに 倉に   住んでいるのか？」 

5-010 

“buu   bisu,  dilәkәn dirәәňә,    kʊlɪčaan  kɪkamŋʉ.   ii-nәn   

「私たち だ、 ハエの ブンブンと、 蚊の   刺す奴だ。 それでおまえは 

5-011 

ŋii bisәnni?”    “bii  obaka   bisәm.”  

誰 なんだ？」 「私は ハタリス だ。」 

5-012 

“әmnә   әwәski    ɵmәttu  biddәwur, әnikәnnun  keekәǰilrә   

「来い、 こっちへ、 一緒に  暮らそう、ただ    キーキー言わないように、 

5-013 

ʊʊrʊnnʉǰɪn.”   ňaan biǰilritәn     ɪlnɪǰʊr.   ňaan  tɪmɪn  mʊnnʊkan   

うるさいから。」 さあ 暮らし始めた、 三匹で。      次の日 ウサギが 

5-014 

ňooŋčɪrɪǰɪ  kuŋkәrin.    “ŋii  әlә   nәәkulә  biddʉn?”   

走って来て 戸を叩いた。 「誰が ここに 倉に   暮らしているのか？」 

5-015 

“buu   bisu,  dilәkәn dirәňә,     kʊlɪčaan  kɪkalan, čɪɪmakčaan  obaka,   

「私たち だ、 ハエの ブンブンと、 蚊の   刺す奴と、         ハタリスだ、 

5-016 

ii-nәn      ŋii bisәnni?”   

それでおまえは 誰 なんだ？」 

5-017 

“bii,    mʊnnʊkaan  korɪtʉɣ-dә  bisʉm.”   

「私は、 ウサギの  耳長    だ。」 

5-018 

“әmnә    әwәski,   ɵmәttu biddәwur,  әnikәәnnun  dolčɪkačɪǰɪlrʉ   

「来いよ、 こっちへ、 一緒に 暮らそう、 ただ    盗み聞きするな、 

5-019 

ukčәәnriwun.”       ňaan  biǰilritәn     digniǰur.    

私たちが話しているのを。」 さあ  暮らし始めた、 四匹で。 
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5-020 

tadʊk   ňaan  ʊlɪčaan   ňooŋčɪrɪǰɪ   kuŋkәrin.   

それから さらに キツネが 走って来て  戸を叩いた。 

5-021 

“ŋii   nәәkulә  bisni?”   

「誰が 倉に   住んでいるのか？」 

5-022 

“buu   bisu,  dilәkәn dirәŋә,     kʊlɪčaan  kɪkalan,   obaka     

「私たち だ、 ハエの ブンブンと、 蚊の   刺す奴と、 ハタリスの  

5-023 

keekәlәn,    mʊnnʊkan  koratagdɪ,  ii-nәn      ŋii  bisәnni?”   

キーキーと、 ウサギの  耳長だ、  それでおまえは 誰  なんだ？」 

5-024 

“bii,    ʊlɪčaan   gʊlara  bisәm.”   

「私は、 キツネの 赤黄  だ。」 

5-025 

“әmni    әwәski,   ɵmәttu  biddәwur,  әnikәәnnun  ɵlәkčiǰilrә   

「来いよ、 こっちへ、 一緒に  暮らそう、 ただ    騙さないでおくれ、 

5-026 

munu.”   ňaan  biǰilritәn     tʊnŋɪǰʊr.   

私たちを。」 さあ  暮らし始めた、 五匹で。 

5-027 

tɪmɪn  ňaan  ŋәәluki   әmniǰi  kuŋkәrin.   

次の日 さあ  オオカミが 来て  戸を叩いた。 

5-028 

“ŋii   nәәkulә  biddәn?”   

「誰が 倉に   暮らしているのか？」 

5-029 

“buu   bisu,  dilәkәn dirәŋә,     kʊlɪčaan  kɪkamŋʉ,   obaka,   

「私たち だ、 ハエの ブンブンと、 蚊の   刺す奴と、 ハタリスと、 

5-030 

mʊnnʊkan  korɪtʉgdә,  ʊlɪčaan   gʊlara,   ii-nәn      ŋii  bisәnni?”   

ウサギの  耳長と、  キツネの 赤黄と、 それでおまえは 誰  なんだ？」 

5-031 

“bii   ŋәәluki,   iitәgdә  bisәm.”   

「私は オオカミの 咬む奴 だ。」 

5-032 

“әmnә    әwәski,   ɵmәttu biddәwur,  әnikәәnnun  munu   muddә.   

「来いよ、 こっちへ、 一緒に 暮らそう、 ただ    私たちを 咬むな。」 

5-033 

ňaan  noŋartan  ňuŋәn  oodɪtan,  ɵmәttu biǰilritәn.   

さあ  彼らは  六匹に なった、 一緒に 暮らし始めた。 

5-034 

ɵmnәkәn  ňaan  taraw  nәәkuw  oonakɪ   bakrɪǰɪ    kuŋkәǰilrin,   

ある時  さあ  その  倉を   クズリが 見つけて  戸を叩き始めた、 
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5-035 

“ŋii   nәәkulә  bisni?”        “buu  bisu,”  

「誰が 倉に   いるのか？」   「私たち だ、  

5-036 

dilәkәn dirәŋә,     kʊlɪčaan  kɪkamŋʉ,   obaka    keekәlin,   

ハエの ブンブンと、 蚊の   刺す奴と、 ハタリスの キーキーと、 

5-037 

mʊnnʊkan  korɪtәgdә,  ʊlɪčaan   gʊlara,   ii-nәn      ŋii  bisәnni?   

ウサギの  耳長と、  キツネの 赤黄と、 それでおまえは 誰  なんだ？ 

5-038 

ŋәәluki-dә  iitәgdә.   ii     ŋii bisәnni?”   “oon       ŋii    

オオカミの 咬む奴もだ。おまえは 誰 なんだ？」 「どういうわけで、 誰かって、 

5-039 

biǰim?   bii-kkә  oonakɪ  bisʉm.  jaaw  әdu    nәkәǰis? 

オレが!?  オレは クズリ だ。  何を ここで  おまえらはするつもりなんだ？ 

5-040 

min    әrәk    bilәku.    min    әlә    ǰʊʊdanʊ  bisni.    

私のだ、 これは、 私の家だ。 私のだ、 ここに、 私の家  なのだ。 

5-041 

oon    әrәk-kә oromŋal     ǰʊʊdantan.   ŋii  gɵɵnin?    

どうして これが トナカイ牧民の 家だろうか。 誰が 言ったんだ？ 

5-042 

ŋii  tala   tɵɵrәn?      tiәk  oɪčɪǰɪm,     taraw    әәidu   

誰が そこで 話しているんだ？ 今  登って行くぞ、 そいつを、 皆、 

5-043 

ɪɪrarɪwʉšɪn    ŋoolʊkaanǰɪm.”     

息しているのを オレがだめにしてやる。」 

5-044 

tačɪman   ɵičisčiǰilrәkәn       jaamɪ~  duәlәn   iišni.      

そんな風に そいつが登り始めると、 何か  物音が  聞こえて来た。 

5-045 

jaamɪ   tarak  oromŋʉr,        tuɣunimdiwur   ojalbʊr    

どうして あの  トナカイ牧民たちは、 冬用の自分らの 服などを 

5-046 

gaǰɪlla.           oonakɪ   ňaan, doldorɪǰɪ  taraw,   ňoonǰɪǰaaŋnɪn.    

持って来ていただろうか。 クズリは さあ 聞いて、 それを、 逃げ出して行った。 

5-047 

ňaan tala   biddʉr     ǰilgәŋkәl  mәәrkәr   urәǰәәnnitʉn    

さあ そこに 暮らしていた 獣たちは 自分たちも 去って行ったのだった、 

5-048 

ǰʊʊtkiwʊr.     dәgʉllitʉn   dilʉkәәn,  kʊlɪčaan,  obaka-da   urrin   mәәn  

自分らの家々へ。 飛び立った、 ハエと、 蚊と、  ハタリスも 去った、 自分の 

5-049 

ǰolakaaɣtakɪ,  mʊnnʊkaan  bʊɣaskɪ ɵrrin,   ʊlɪčaan,    kabalaa...,     

岩場の巣へ、 ウサギは  森へ  去った、 キツネと、 
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5-050 

ŋәәlukigli  ňaan   ɵrritʉn,     ǰʊʊ...,  bʊɣaskɪ.    ňaan  tačɪn   

オオカミも また  去って行った、      森へ。    さあ  そんな風に  

5-051 

tar     oromŋʉr       oilbʊr      čәәlәwәn  bakrɪtʉn.       

そうして  トナカイ牧民たちは 自分らの服を  全て   見つけたのだ。 

 

3.6. 「一代記」 

 2014/08/15 Esso にて、Egorova, Rimma Maksimovna 氏より録音 

6-001 

bii-si bisʉm,   Rimma  Maksimovna   Egorova,      bii  bakʊrɪwʊ   

私は ああだ、 リンマ マクシーモヴナ エゴロヴァだ、  私は 生まれた、  

6-002 

tʊwajaandʊ.      min  әntilbu     bisitәn     oročɪl.     akmʊ,   

トゥワヤーン村で。  私の 母さんたちは ああだった、 エウェンだ。 私の父は  

6-003 

čәәlәlin     gurgәwčirin biwәәttәn-dә  predsedatel’ kolkhoza,  sel’sovetla-da   

いたるところで 働いた、  あれだった、 コルホーズの議長、 村ソヴィエトでも 

6-004 

gurgәwčirin.  a    tak     noŋan  ajawrɪn,    әri~ɣәr  buili  bidәәj,    

働いた。   一方で あんな風に 彼は  好きだった、 いつも 森に いるのが。 

6-005 

ollaw  bәičiǰǰɵɵttәn,  orʉm-da   kɵsčinəwəəttʉn,     bujusiǰǰɵɵttәn-dә    

魚を  捕っていた、 トナカイも 放牧しに行っていた、 狩りをしていた、 

6-006 

ǰilgәŋkәw.  noŋan,  әrәj~ɣәr,  ǰʊɣʊnɪdʊ,  kimmɵɵttәn    ňaan,   ollaw  

獣を。   彼は、 いつも  夏には  支度をしていた、 やはり、 魚を 

6-007 

bәičinәwәәttәn    tuliǰəəttu.  tadʊ~  baǰɪlaardʊ-da  mɪallɪǰɪ,   noŋan    

捕りに行っていた、 漁場に。  そこで 早朝に    起きると、 彼は 

6-008 

kateepʊ,       tullɵɵttʉn,       tala   ollaw  әpkәwәәttәn  

カテープ（簗?）を、 仕掛けに行っていた、 そこに 魚を  捕えていた、 

6-009 

oojaw.     ňaan әkmu-si,   baǰɪkar-tʉttә,  mɪalloottʊ     әstәn ʊklaǰǰoottʊ  

たくさんを。 また 私の母も、 朝にやはり、 私たちは起きた、 寝ていなかった、 

6-010 

gorʊ,       mɪalrɪǰʊr   urrɵɵttu       okaattakɪ  tadʊ  

長いことなんか、 起きると  私たちは出掛けた、 川へ、  そこで 

6-011 

kaamgɪǰǰoottan       olraw.   gee~ki-si  olra  bisin,  ooja    

干物用に薄く切っていた、 魚を。  あらゆる 魚が いた、 たくさん、 

6-012 

tarakam.   ňaan   kaamgɪwaattʊ~   nokkoottʊ      uŋnә,    

その頃は。 そうして 薄く切っていた、 掛けて干していた、 あれに、 
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6-013 

ʊʊdaandʊla,  ňaan,   ňaan  tadʊ   amŋɪčɪǰǰoottʊ    әri~ɣәr.  buu,  

干し台に、 さらに、 さらに そこで 燻製にしていた、 いつも。 私たちは、 

6-014 

kʊŋal bimi,     moow  čakaǰɪǰǰoottʊ,  oraat  amŋɪšaandʊla  nәәdәwәr.    

子供 だったので、 薪を  集めたり、  草を  燻製台に   置くのだ。 

6-015 

ňaan   taraw,   kaamgɪwaatta    әәidu,  ňaan,  uŋә...,   kaam   

それから それを、 薄く切っていた、 全部、 さらに あれだ、 干物に 

6-016 

oowaattʉn     dallaj~       tar,    ňaan akmʊ   unʉt    

なったのだった、 おいしいんだよ、 ほうら。 また 父さんは ほれ、 

6-017 

maawaattan  kobalaam,  ňaan.   ɵlәәččɵɵttʉ   tar,   imsʉwən,   ňaan  

獲っていた、 クマを、  さらに。 煮て採った、 ほれ、 その油を、 それから 

6-018 

nәəkčiwә...,  nəәkčiwәәttә.   uŋә...,   әlәktulә,  jaak-ʊtta-sɪ,      әlәk   

      保存していた。 あれだ、 袋に、  どんなんだったか、 袋が 

6-019 

biwәәttәn  iistuk,    ňaan tala   nәkčiwәәttә        tala.   

あった、  毛皮製の、 ほれ そこに 保存していたものだった、 そこに。 

6-020 

ňaan tugunidu~  ǰәbuǰǰɵɵttu,     taraw  kaamʊ  әәtәnun,  aadʊn-da   

ほら 冬に    食べていたんだ、 その  干物を 油と、  時々    

6-021 

noŋan,    uŋŋɵɵttәn,   buɣʉski urrɵɵttәn  ňaan,  orom-da   maawaattan,  

そいつは、 ああしていた、森へ  出かけたら ほれ、 トナカイも 獲っていた、 

6-022 

bujum      әmuwәәttʉn  ňaan čәәlәǰur,  oročɪl       

野生トナカイを 運んで来た、 ほれ 皆、   エウェンたちは  

6-023 

gaǰɪwaatta,        ňaan  borɪtnawaatta,       čәәlәnǰәdun,    

もらいに行くのだった、 ほら  分配しに行くものだった、 皆に、 

6-024 

әstәn   tiәk,  nәkrә     oon-ka    nәkkɵɵttә,      mәәrkәәr-tәkәn    

彼らは、 今、 しなかった、 あんな風に しているようには、 自分たちだけが 

6-025 

ǰәbәǰǰɵɵttә.          tarakam  čәә~lәdun  borɪččootta.    

食べたりするようになどは。 その頃は 全員に   分配するものだった。 

6-026 

atɪkaa~rdʊ     bʊʊwaatta.     ŋii-kә      turkuttәn  mәәŋkәәn    

おじいさんたちに あげるものだった。誰かと言えば、 できない、 自分では 

6-027 

uŋә    bujusŋә.      ňaan  tačɪn    bii,   kak,   әrәk   uzhe  

あれが、 狩りすることが。 ほうれ あんな風に 私が、 何だ、 これは もう 
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6-028 

essola   әmniwun       ňaan-әsi,  uŋәn,  әrәk   Tonja    akannɪ.    

エッソに 私たちが来てから、 ほれ   あの、 これは トーニャの 父親だ。 

6-029 

mundu     әmuwkaanin,  ʊŋkakaam,  bɵɵdәl-u,  dɪl-ʊ,   gɵɵnin,  

私たちの所に 送って来た、 何かしら、 足だか、 頭だか、 言った、 

6-030 

әrәk-әsi,    tiitә~l  nәkkɵɵttʉ    әčin      ŋii-kkә  turkәttʉn     

ほらこれは、 昔は  していたのだ、 こんな風に、 誰でも できなければ、 

6-031 

bujusŋә      mәәŋkәәn,  ňaan tačɪn-da   mundu   borɪwaattan,    

狩りすることが、 自分では、 ほら あんな風に 私たちに 彼らは分け与えていた、 

6-032 

jaakakaam-da.    әkmu-si,   uŋә,    әri~gәr  akmʊnʊn  boddooččoottan    

何かしらを、だ。 私の母は、 あれだ、 いつも 私の父に つき随って行っていた、 

6-033 

tar,     builʉ tar,      rybalkadʊ  noŋan  tadʊ   biǰǰɵɵttәn,    

あんな風に 森を あんな風に、 魚捕りに 彼女は そこに いたのだった、 

6-034 

a   tugunidu,  noŋan  gee~kɪw   aŋanaǰǰoottan    

一方 冬には、  彼女は 何だって  縫っていたものだ、 

6-035 

iistuk,    ʊŋtaw   noodač   nɪšamɪw        aŋannoottan.    

毛皮から、 ブーツを 美しく  ビーズのついたブーツを 縫っていた。 

6-036 

akmʊ-sɪ   čee~ləǰi  oɪn   bisin,   iistuk.    nәŋdәkәәn,    ʊŋtan-da   

私の父には あらゆる 着物が あった、 毛皮製の。 毛皮の外套に、 ブーツも 

6-037 

geekɪ      bisin.   әrkәn-dә   konaaɪta,       iistuk  bisin.    

あらゆるものが あった。 ズボンも、 コナイタ（という）、 毛皮製 だった。 

6-038 

ňaan noŋan  tačɪn    tәttɵɵttәn   bugәski  urmi,  

ほら 彼は  そんな風に 着ていた、  森へ   行く時は、 

6-039 

noodač  ňaamʉč,   әdәj  iŋәmnә.   ŋɪndasnoottan    buɣәski,      

美しく、 暖かく、  凍えないように。 犬橇で行っていた、 森へ、 

6-040 

moow-da,  noŋan  moolʉǰǰoottan,   tar  әmuwәәttәn.      

薪も、   彼は  薪も集めていた、 ほれ 持って来た。 

6-041 

ŋɪnčaarǰɪ  tar   ɪrʊwaattan.     tʊwajandʊ-sɪ   bimi,          

犬橇で  それは 運んで来た。   トゥワヤーンに 暮らしていた時には、  

6-042 

tarakam  aačča    geekɪ   mashshina  bisin.      

その頃は なかった、 いかなる 車が    あろうか。   
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6-043 

čәәlәǰur  oročɪl,       ŋɪndawaatta.       essotkɪ-da  tәɣәski~    

皆    エウェンたちは、 犬橇で行くものだった。 エッソへも 遠く 

6-044 

ŋɪndawaatta,     ɪlam-da inәŋu,       tʊrkidaaǰǰootta,    urәәkčәn  

犬橇で行っていた、 三   日間も（時には） 犬橇で行っていた、 山の 

6-045 

doolɪn.  tiәk-әllә,  ootarʉn  čәәlәlin     binni.  tiәk  gee~kɪč  snegakhodač  

中を。 今は、  道が   いたるところに ある。 今  いろんな 雪上車などで 

6-046 

okhotnikal-da  badʊwaaččootta,      әstәn  ŋɪndawaatta,   mʊrandaǰǰootta.  

猟師たちも  乗って行き来している、 彼らは 犬橇で行かない、馬で行き来している。 

6-047 

ǰʊgʊnɪdʊ  kʊŋalba-da  essotkɪ,    oojačɪɪ~   mʊrʉnač   gaǰɪǰǰootta,     

夏に   子供たちを エッソへ、  たくさんの 馬で    運んで行った、 

6-048 

tʊwajaŋɪč.      okaatʊ-da dawʊkawaatta   mʊranač.  ňaan-asɪ,   

トゥワヤーンから。 川も   渡らせていた、 馬で。  ほうれ、  

6-049 

taŋnadatan      bolonɪdʊ,  tačɪn-tatta   mʊranʉč   uruwәәttә.    

彼らが学ぶために、 秋に、  あんな風に  馬で    行き来していた。 

6-050 

ňaan-asɪ,  әwәski-gәl  әmniǰur,    shkolawʊn   tozhe  essola   bisin.    

ほら、  ここへ   やって来て、 私たちの学校 も  エッソに あった。 

6-051 

ňaan-asɪ  buu    bystorojdʊk,       mashshinač  uzhe   әmәǰǰɵɵttu.    

ほら、  私たちは ブィストルィ村から、 車で    もう  来たものだった。 

6-052 

әsu ŋɪndawaatta.   tiәk-kәlәsi,  oročɪl      aa~čča    mʊraltan-da    

犬橇で来はしない、 今や、   エウェンたちは 持たない、 彼らの馬も、 

6-053 

oodnɪ.     abʉl.       ŋɪnaltan-da   abʉlkaja.     tiәk-әsi,    

そうなった。 少なくなった。  彼らの犬も  少なくなった。 今や、 

6-054 

ŋɪndawaatta,    uŋ-tәkәn,   prazdnik-takan bisikәn     beringija.    

犬橇で行くのは、 あれだけだ、 お祭りに   なったなら、 ベーリンギヤの。 

6-055 

tar  severtәki  tar,     ɪɪsčɪmaatmɪ,  ŋɪndawaatta    tar.      

ほれ 北へ   ああして、 競走して、  犬橇で行くのだ、 ああして。 

6-056 

ňaan tar,   oddam-ʉsɪ.    

さあ ほら、 私はこれで終える。 

 

 

 



風間伸次郎／エウェン語ブィストラヤ方言の概説とテキスト 

115 

3.7. 「タブーについて その１」 

 2014/08/16 Esso にて、Egorova, Rimma Maksimovna 氏より録音 

7-001 

kučәkәәn   bimi  bii  jurtagɪč   ňuuriwu,    әlәә~kәsә-si,    

小さかった 時に 私は ユルタから 出て来たが、 やっと、    

7-002 

gɪrkawaaččɪllɪwʊ       aɪč.   ňaan-ʉsɪ  ittiwu,    tɵɵrlə  gee~kɪ  

歩き始めたばかりだった、 よく。 ほれ   私は見た、 大地に さまざまな 

7-003 

kɵŋkɵwki  gɪrkawačɪddɪn.   ňaan  bii  ɪrkaam   gaǰʊssɪǰɪ,    tәɣriwu,    

甲虫が   歩き回っていた。ほうれ 私は ナイフを 取って来て、 座った、 

7-004 

tadʊ   ňaan,  čɪkɪkačɪǰɪllɪwʊ  taraw,   kɵŋkɵɵwkilbə   dʊlkalɪč.  

そこで ほれ、 切り始めた、 それを、 虫たちを、   半分に。 

7-005 

ňaan  әkmu   ňuurin    jurtagɪč,    buu    tarakam  jurtadu    

ほうれ 母さんが 出て来た、 ユルタから、 私たちは その頃  ユルタに 

7-006 

bisiwun.     ňaan  gɵɵn,   ”jaasčɪǰɪnnɪ?,       әstʉn tačɪmʊr  

暮らしていた。 さあ  言う、  「何しようとしてるの、  そんな風に 

7-007 

nәkkɵɵttә,       jaadʊ   kɵŋkɵɵwkiw  miinәkәčinni?    

するものじゃないわ、 どうして 虫を     切っているの？ 

7-008 

ʊklaasnʉkʉs      tawʉr,  čәәlәǰur әmǰir,     ňaan  gee~kɪlʉš    

あなたが寝ている時に ほうら 全員で やって来て、 ほうら あなたのあらゆる 

7-009 

takakʊlɪš    iiǰir        oŋatlɪš-ta,    koratlʉš-ta   čәәlәlin    

穴を通って、 入って来るわよ、 あなたの鼻から 耳から    全部を通って 

7-010 

iiǰir,      ňaan   urәәš      doolɪn  әәidu  ɪltačaamʊs    

入って来る、 それから あなたのお腹の 中で、 全部  あなたの腸を 

7-011 

ǰibǰir.”        ňaan bii  әŋulliwu     taraw,   uləriwu    

食べてしまうわよ。」 さあ 私は びっくりした、 それを、 抛り出した、 

7-012 

ɪrkamɪ.       ňaan ookta-tʉč  әčiwu,   tačɪn,    kɵŋkɵɵwkiw  

自分のナイフを。 さあ いつだって 私はもう あんな風に 虫を 

7-013 

geekɪw,        ʊtʊɣaar.           tačɪn-ʉsɪ,    әstʉn     

どんなのであっても、 ひどいことをしなくなった。 こんな風に、 彼らは 

7-014 

nәәjiǰǰɵɵttә         tiitә~l.  tačɪn    ʊŋʊlʊkawaattʉ  ɵmnәkәn    

叱りつけたりしなかった、 昔は。 あんな風に おどかした、  ある時に 
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7-015 

gɵɵwәәttә   kʊŋa   ʊnʊdaan.       tačɪn    tar    ňaan    

言ったのだ、 子供が  理解するようにと。 あんな風に そうして さあ 

7-016 

ʊnʊwaattʊ.      әsitu-dә   tačɪn   geekɪ  doldaǰǰoottʊ,   әsu   

私たちは理解した。 しない、  ああして 全て  聞き覚えたし、 私たちは 

7-017 

ʊtʊɣaǰǰoottʉ.      ňaan bii  tarakam-ta    ʊnʊrɪwʊ,   jaaw-da    

悪ふざけしなかった。 さあ 私は その時になって 理解した、 何でも 

7-018 

әdәj,         ǰilgәŋkәw-dә  geekɪw,      kɵŋkɵɵwkiw-də    

するべきじゃない、 生き物を   あらゆるものを、 虫も 

7-019 

әdәj   tiimʉnʉkrʉ.     biddәәtәn     tačɪn-ta,    mut-kәčin.    

傷つけるべきではないと。  生かせておけと、 そのままに、 私たちと同じように。 

 

3.8. 「タブーについて その２」 

 2014/08/16 Esso にて、Egorova, Rimma Maksimovna 氏より録音 

8-001 

oročɪl      gee~kɪŋʉtʉn     tiitә~l  nipkәritʉn     bisin.    

エウェンたちは そのあらゆることに 以前は 禁忌を持っていた のだった。 

8-002 

tɵɵnŋəkič       gɵɵwәәttә   tačɪn,     әdәәtәn     geekɪldar.  

「トーンガキッチ(1)と  言っていた、 そんな風に  しないように、 何でも。 

8-003 

jurtala-sɪ  biwәәttәn    uŋә,     mәәŋәl.      

ユルタに 暮らしていた、 あれ、  「ムーグル」（干物掛け（の横木））。 

8-004 

ňaan-ʉsɪ  taraw     gɵɵwәәttә,    “әǰillә  tačɪn-nʊn    

ほうら  それについて 言っていた、 「決して あんな風に 

8-005 

әpkuɣrәәkillә”.                  bii-si, kučukәәn bimi, jaač  

手当たり次第につかまったりしてはいけない」と。 私は 小さくて、   どうして 

8-006 

korotla     bisiwu.      ňaan   gɵɵwәәttә,    “әǰi   tadʊ-wʉr  

聴く耳を持って いただろうか。 ほうら  言っていた、 「決して そこに 

8-007 

nokʊtkɪl,     tawar,   əgdi   oodɪǰɪ    turkuǰinni      

ぶら下がるな、 そこに、 大きく なってから できなくなるよ、  

8-008 

kʊŋaŋʉlbʉŋa”.      ňaan  bii  әsәm  dolčɪwaattʉ~  ɵsʉmi,   bɵɵdәli,  

子供を産むことが、」と。 ほうら 私は 聞いていなかった、  まさに、 自分の足を 

8-009 

әčin     uŋniǰi    ugәrriǰi,    tačɪn    ŋaalǰɪ,  әsikәtәn   ittә,   

こんな風に こうして、 持ち上げて、 こんな風に 手で、 彼らが見ていないと、 
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8-010 

nokʊčɪǰǰoottʉm         tala   mәәŋәldulә.  ňaan  aɪǰɪt-ta  tačɪn   

ぶら下がっていたものだった、 そこに 干物掛けに。 ほうら 本当に あのように 

8-011 

gɵɵnčә-ɣčittәn   bisin,   bii  turkuttiwu    mәәŋkәәn,  kʊŋaŋʉlbɪ     

言っていたとおり だった、 私は できなかった、 自分が、  子供を 

8-012 

bakʊdaaj.    әәidu  operaasɪjarɪtan   ǰuurɪwaanta,  turkuttәku,    

産むことが。 いつも 手術したが、  なぜなら   私ができなかったので、 

8-013 

kʊŋaŋʉlbʉŋa.    tačɪn    niŋiwriwu,            aa    

子を産むことが。 そんな風に 私は魔法を掛けられてしまった、 ああ、 

8-014 

әmi   dolčʉr.       

言うことを聞かなかったので。 

 

(1) 「タブー」の意。 

 

 

3.9. 「火についてのタブー」 

 2014/08/16 Esso にて、Egorova, Rimma Maksimovna 氏より録音 

9-001 

toɣʊ-kka-da   gɵɵwәәttә~      әǰillә   geekɪč    toɣʊ   nәkәdgʉrәәkillә.   

火についても 言っていたものだ、 決して  あれこれ  火に  してはいけないと。 

9-002 

әrii~ɣәr,  awʊskɪ-da әmmi,      untәtki tɵɵrtәki,  ili     bʊɣaskɪ-da-ɣʉr  

いつも  どこへ  やって来ても、 あれへ 地方へ、 もしくは 森へでも 

9-003 

urmi,   toɣla   jaakakaam-da   nәәwәәttә.      

行けば、 焚火に  何かを     置くものだ。 

9-004 

gɵɵwәәttә~,  talɪ,    ňoomačaal-da      ǰibdәәtәn.    

言っていた、 そこで、 亡くなった人たちが  食べるようになのだと。 

9-005 

ňaan-ʉsɪ  tačɪn,     ɵmɵn,    asaatkan  muurә     bičә,    noŋan,  

ほうら  あんな風に、 ある一人の 女の子、 ムーラという 故人は、 彼女は、 

9-006 

laawʊčaŋɪč      әmnitәn,    komsomol’sʉl      čakabʊtnaasɪtan     

ラオチャーン村から やって来た、 共産青年同盟員たちが 集会しに来ていた、 

9-007 

essootkɪ.    ňaan   bol’nɪssaa-kka   ilә     tiәk  bisni,  

エッソ村へ。 ほら   病院が     あそこに  今  ある、 

9-008 

tala~    aačča      jaak-ta   ǰʊʊ   bisin,     bujun  bisin.    

あそこに、 無かったんだ、 いかなる 家も、 ああだった、 森   だったのだ。 
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9-009 

tadʊ   әlbәkәlbur      tulliǰur,  ɵlәtәmәlčirijur       ǰiptitʉn  ňaan  

そこに 自分らのテントを 張って、 急いで食事の支度をして、 食べた、 そして 

9-010 

urritʉn      tantsʉnaarɪtʉn    selotkɪ   ǰaalnɪ.    

彼らは出掛けた、 ダンスしに行った、 村へ、  彼女の仲間たちは。 

9-011 

ňaan noŋan-әsi  dezhurnʉj    bisin.    

さあ 彼女は   見張りの当番 だった。 

9-012 

ňaan  gɵɵnitәn,     urritәn,   tarak  muurә     bičә,    

それで 彼らは話した、 出かけた、 その  ムーラという 故人は、 

9-013 

әәidu tar  ǰibʉččәәwitʉn    ubiraajɪddɪn,     ɪlkatɪddɪn     alɪkʉlba.    

全部 その 彼らが食べたのを 片付けていた時に、 洗っていた時に、 食器を、 

9-014 

ňaan  gɵɵnni,  ičiddәn  jaamɪ,  toɣdʊk   tar-a,   iču..., ǰullә,   

ほうら 言った、 見たと、 何か、 焚火から それは、    まず、  

9-015 

oon-kana,     nәndәkә     ičuusnin,  ňaan-asɪ  toɣ  doodʊkʊn bәi    

何と言ったっけ、 毛皮製の上着が 現れた、 さらに  火の 中から  人が 

9-016 

ňuurin,   әtikәkәkәәn.   ňaan gɵɵn,    “jaaw..., jaamɪ tačɪn    

出て来た、 おじいさんだ。 さあ 言う、   「どうして   そんな風に 

9-017 

nәkrišʉn        mәәrkәәr-tikәn  ǰiptiǰur,   munu-dә     omŋarɪšʉn.    

おまえらはしたのか、 自分らだけ   食べて、  私たちのことを 忘れた。 

9-018 

әčilšʉn     jaaŋgakʊn-da   buurә.”  

おまえたちは 何も      くれなかった。」 

9-019 

ňaan  taraw  ollɪǰɪ    muurә   tikrin   ɪɪkʊtɪč.  

さあ  それに 驚いて、 ムーラは 倒れた、 その場で。 

9-020 

ňaan-ʉsɪ   ǰaalnɪ    әmnitʉn    jaamɪ   әrәk   Marija,    

それから  仲間たちが 戻って来た、 どうして これは マリアは、 

9-021 

oon-ka    ňʊʊčɪdʉč   gɵɵwәәttә,    bez  soznanija  dәsčiddәn.    

何だっけ、 ロシア語で 言うところの、 意識を失って  横たわっていた。 

9-022 

ňaan әә~ tačɪn    butəənniw     ururitәn  gorodtakɪ,  әlә-si  

さあ   そんな風に 病気に倒れたのを 運んだ、 街へ、  ここでも 

9-023 

turkuttitin    bәɣdәәtŋә.   ňaan noŋan  unurin      taraw.      

できなかった、 治すことは。 さあ 彼女が 病気になった、 それを。 
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9-024 

tarak  gɵɵnni,   niŋ..., oon-kana,   arɪsaɣ    tarak   oodɪn.    

彼女は 言った、     何だっけ、  幽霊だわ、 あれは、 現れた。 

9-025 

arɪsaɣ  әmniǰi    tar noŋmaan  tačɪn tar   orkaattɪn,    Marija  

幽霊が 出て来て、   彼女を  あんな風に   してしまった、 マリアは 

9-026 

butәnʉlʉkʉn.   ňaan  taraw     gɵɵwәәttʉ,   әǰillә   gee~kɪč   toɣʊ   

病気になった。 さあ  それについて 人々は言う、 決して  如何様にも 火を 

9-027 

uŋgʉrәәkillә.  әriiɣәr, ulәәɣrәәllә,          toɣla  jaakakaam-da.    

ああしろと。 常に、 投げ入れなければならない。 火に  何かを。 

9-028 

mut-ʉsi  uŋәl,   oročɪl,       teeranʊ  bisʉp,      oon-kana,   

私たちは あれだ、 エウェンなのだ、 これまで 暮らしてきた、 何だっけ、 

9-029 

tačɪn    ɪtʊntɪ   binni,   әri~ɣәr   uŋgʉrәәllә.   tar-a,      

あのような 決まりが ある、  いつも  ああしろと。 あのように、  

9-030 

buɣinun,  aɪč   biɣrәәllә  bʊɣɪla,  mutu-si   tɵɵrәŋәt     

自然と  仲良く 暮らせ、 森で、 私たちを、 私たちの大地は 

9-031 

teeranʊ,   taroočɪnnɪ,   geekɪ    binni,    oročɪl      ǰooŋčɪr,    

これまで、 あのようだ、 さまざまで あり得る、 エウェンたちは 思い起こす、 

9-032 

әriɣәr-da  aarɪtan    chto,  jaak  mut    ɵmәkkәәr   bisʉp     

いつも  知っていた、    何で 私たちは 私たちだけで 生きていようか、 

9-033 

tɵɵrlә   gee~kɪ     bisni,  әči, әči iččuri   bəj   jaašʉldʊn.   

大地には 様々なものが いる、 見えないものが、 人間の 目には。 

 

3.10. 「魚について（その漁や料理について）」 

 2014/08/17 Esso にて、Egorova, Rimma Maksimovna 氏より録音 

10-001 

ollaw-sɪ bәičiǰǰɵɵttʉ  baldʊnnɪ,    irәllәkәn.     okaat,  bukʉs  manʊrakan,    

魚を  捕るのを  始める、   雪が融けると。 川は、 氷が  なくなると、 

10-002

uŋәǰǰɵɵttә,     čiŋʉčič   әpkuǰǰɵɵttә   әikәčәәm.    

ああするものだ、 釣りで  捕まえる、  イワナを、 

10-003 

geekɪw,    әikәčәәn-kә   biwәәttәn.    

さまざまな  イワナが   いる。 

10-004 

ɪɪlkan  uŋә   әikәčәәn,  potom   uŋә,    biwәәttәn-ә,  khariusu    

本当の あれ、 イワナ(1)、 それから あれが、 いる、    カワヒメマス(2)を  
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10-005 

әpkuwәәttә, oon-kana,  kak zhe  kunzha    nazʉvaetsja   eto,   zabyla   

捕まえる。 何だっけ、 どうだか アメマスを 呼んでいた、 あれ、 忘れた、 

10-006 

kundzha...,   әpkuǰǰɵɵttә,  čiŋʉčič.  әntәkәjә-si  olla  әmnәkәn,     adʉlʉč  

アメマスは(3)… 捕る、   釣竿で。 たくさんの 魚が 遡って来たなら、 網で 

10-007 

әpkuwәәttә   keetaw,  uŋә,   eewweču       ǰullә   eewweču    

捕るものだ、 サケを、 あれ、 キングサーモン(4)を、 最初に キングサーモンを 

10-008 

әpkuwәәttә,  potom   čoomgaw,          ňaarkačam,    

捕るものだ、 それから カムチャッカサーモンを(5)、  ベニザケを(6)、 

10-009 

әәidu,  әpkuǰǰɵɵttʉ   adʉlʉč.  akmʊ-nʉsɪ әpkuwәәttәn,    

全部、 捕るものだ、 網で。  父さんは 捕まえていた、  

10-010 

tiitәl    uŋәč,   kateepʉč.   moodʊk  kateepʊ  oowaatta.    

あの頃は あれで、 簗で。   木で   簗を  作っていた。 

10-011 

ňaan-ʉsɪ  ollow-ʉsɪ  taraw  olgɪččootta,   kaam   bidәәn,      

それから 魚を、  それを 干していた、 干物に  なるように、 

10-012 

takrawaatta-da,    bochkala,  ňaan-ʉsɪ,  akmʊ-nʉsɪ,  uŋŋɵɵttʉn,    

塩漬けにしていた、 樽に、  それから 父さんは  ああしていた、 

10-013 

toɣla,  ǰәbdәkun,         iričiǰǰɵɵttʉn,  moola  uikuniǰi,  tačɪn     

火に、 私たちが食べるようにと、 炙っていた、 串に  刺して、 そんな風に 

10-014 

tar   dallʉč.    ǰәbuǰǰɵɵttu-si  buu    unәt   uŋә,   bʊkaačʊ.  ollʉw,   

それは 美味しい。 食べていた、 私たちは さらに あれ、 頭を。  魚を、 

10-015 

tarɪǰɪt    tar,   әpkuniǰur,   čɪkɪwaatta,       gɪlmaan  ǰәbbɵɵttu    

その時から ほうら、捕ってから、 頭を切り落とすのだ、 背肉を  食べていた、 

10-016 

taraw,   dallʉ~   biwәәttәn.  tarak  uŋә,   gorbʊha,      ňәriwәn,   

それを、 美味しい のだった。 それは あれ、 カラフトマス(7)の  背肉を 

10-017 

ǰәbәǰǰɵɵttu.   takrawaattʉ     kolalɪwan.  tiitәl    eshshe,      

食べていた。 塩漬けにしていた、 イクラを。 あの頃は さらに、  

10-018 

takrawaatta      kolalɪw   kallatač,   әstʉn atʉlloottʉ,    uŋŋɵn,  

塩漬けにしていた、 イクラを  丸ごとで、 彼らは取らなかった、 あれを、 

10-019 

ojjon,      ňaan  takrawaattʉ.  uŋnә   jaaladaan, bankɪla,  eekələ.  

表面の薄膜を、 それで 塩していた。 あれに、 何かへ、 瓶へか、 鍋へか。 
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10-020 

ňaan,    tuɣunidu   miinәwәәttu   taraw   ǰәbmi,    uŋ...,  

それから、 冬には   切っていた、  それを  食べると、 

10-021 

kolbasaaw    nәkri-ɣčin   ǰәbbɵɵttu,   dallʉč.    

ソーセージを  するみたいに 食べていた、 美味しい。 

10-022 

unətə-si,  uŋŋɵɵttʉ,    әkmun,      olgɪttɪǰɪ,    olgɪčɪǰǰoottʉn-ʉ    

さらに  ああしていた、 私たちの母さんは 干してから、 干していたが、 

10-023 

ollʉw ɵlәččәәw,  dallʉ~   biwәәttәn   ultʉ        gәrbәn.  taraw  

魚を 煮たのを、 美味しい のだった、 「ウルティ」という 名だ。  それを 

10-024 

ǰәbbɵɵttu.   tuɣunidu, uksič       uŋkәriǰur, ňaan   əətəw-dә  talaa   

食べていた。 冬に   カラフトマスを 埋めて、 それから 脂を   そこに 

10-025 

nәәwәәttu.  ňaan  dallʉ      umәkič   biwәәttʉn.        

入れる。  やはり 美味しいのは  たいへんに そうだった。 

10-026 

unәt   jaaw-kana  ǰәbbɵɵttu,      eshshe,   kisluju,    uŋә,   dɪlʊ.   

さらに 何を    食べていたっけな、 さらに、 発酵魚を、 あれ、 頭を(8)。 

10-027 

nәәwәәttә        tɵɵrlә,   oraatla.  kolalɪč-ta   uŋkәwәәttʉ    

埋めて置くものだった、 地面に、 草に。  イクラで  覆う、 

10-028 

oɪgʉl    ňaan  uŋŋɵɵttʉn әi~,  tarak,  kislʉj   oowaattan.  

その上を、 さらに ああする、   それは 酸っぱく なるのだ。 

10-029 

ňaan  ǰәbbɵɵtu   dallʉ~   biwәәttәn.      

ほうら 食べる、  おいしい のだ。 

10-030 

uŋŋɵɵttʉ     eshshe,  akmʊn   maawaattʉn-ʉsɪ  kobalaan  ňaan  uŋәn,    

ああしていた、 さらに 父さんは 獲っていた、  クマの  ほら あれ（脂）、 

10-031 

ollan  dɪllon  tar,   čaarɪčɪǰǰoottʊ~   uŋnun  tar,    

魚の  頭を  あれ、 油で炒める、  あれと、 

10-032 

әәtәlә,   dallʉč,    bәinunni      tarak   olla.      

油に、  美味しい、 身と一緒にでも、 それは、 魚は。 

10-033 

ŋɪnʉldʊ-sɪ,  tačɪn-tʉtta  oojaw~   kaamʊ   nәkkɵɵttʉ  ǰәbdәәtʉn    

犬たちにも そんな風に たくさん 干し魚を 作った、  彼らが食べるようにと、 

10-034 

tuɣunidu, tɵɵrlә-dә   ɪmawaattan     akmʊ-nʉ,   oojaw   әpkәniǰi~   

冬に、  外に    雪が降ったなら、 父さんは  たくさん 捕って来て、 
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10-035 

nәәǰǰɵɵttәn   tala    ňaan   kɪɪsla   oowaattan.    

埋めた、   そこに、 ほうれ  酸っぱく なるのだ。 

10-036 

gɵɵwәәttә    kɪɪsla,      ňʊʊčɪdɪ-gu       tarak  bisin.    

言っていた、 「キースラ」と、 ロシア語でなんだか、 それは そうだった。 

10-037 

ňaan  ŋɪnʉldʊ  tačɪn    uliččɵɵttʉ.     ňaan tar.      

ほうれ 犬たちに そんな風に 餌を与えていた。 さあ そんなだ。 

 

(1) オショロコマ、学名：Salvelinus malma。 

(2) 露名：kharius, 学名：Thymallus。 

(3) dʊkča と言うと後で思い出した。dʊk- は「描く」、-ča は被動形動詞接辞で、「描かれたもの」

の意だが、これはこの魚に斑模様があることによる。学名：Salvelinus leucomaenis leucomaenis。 

(4) 露名：chavycha, 学名：Oncorhynchus tshawytscha。 

(5) 露名：Sjomga kamchatskaja, 学名：Salmo penshinensis。 

(6) 露名：nerka, 学名：Oncorhynchus nerka。 

(7) 露名：gorbusha, 学名：Oncorhynchus gorbuscha。 

(8) 魚の頭の発酵したものを、mʊniča と言ったという。 

 

 

3.11. 「植物について」 

 2014/08/18 Esso にて、Egorova, Rimma Maksimovna 氏より録音 

11-001 

oročɪl      geekɪl    ɪsʊrɪw  tiitә~l,   mәәrdulә   iiniriwәr-ә    

エウェンたちは さまざまな 植物を 以前は、 自分たちの 暮らして行くのに 

11-002 

uŋŋɵɵttә,    tәwtәw  geekɪw       čakʉttoottʉ,  oraattʊ  čakʉččoottʉ,  

ああしていた、 ベリーを いろんなのを 集めていた、 草を   集めていた、 

11-003 

mәәrdur,   ǰәbdәәwur-dә,   bәgdәәttәwәr.    tәwtә   oodakʉn  čakačɪǰǰoottʉ, 

自分らに、 食べるために、 薬とするために。 ベリーが なったら 集めていた、 

11-004 

gee~kɪw     tәwtәw,   gii~tu,      utәmtәw,    nәktәukiw,  

いろんな種類の ベリーを、 クロマメノキ、 スイカズラ、 ナナカマド、 

11-005 

nәktәukiw,   čәәlәwәn  taraw    ǰәbbɵɵttʉ.    

ナナカマド、 全部   それらを  食べていた。 

11-006 

ɵlәәččɵɵttʉ,  tačɪn-da    әi  ǰәbbɵɵttʉ   ɪɪkʊtɪč,      a,    

煮ていた、  あんな風にも   食べていた、 そのままで、   

11-007 

tiitәl-kә   čaakar   aačča   biwәәttәn,  

あの頃は  砂糖が  無かった のだ、 
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11-008 

tačɪn-ta   ǰәbbɵɵttʉ,   nәәkčiwәәttʉ,   ɪŋʉmʊkaattɪǰʊr.        

あんな風に 食べていた、 保存していた、 凍らせて。 

11-009 

ollʉnʊn-da   ǰәbbɵɵttʉ   giitu,      utәmtәw.     ɵlәәččәnun    

魚と一緒でも 食べていた、 クロマメノキ、 スイカズラを。 煮た  

11-010 

ollanʊn  ammootta,  ňaan   dalla-da  biwәәttәn   ǰәbәwmi.      

魚と   混ぜた、  ほうら  美味しい のだ、    食べると。 

11-011 

uŋu-dә   oraatʊ-da   geekɪw-ka   tar    ǰәbәǰǰɵɵttʉ.      

あれも、 草をも   さまざまなのを それは  食べていた。 

11-012 

ɪmanna  čʊʊmnakan   әŋut     ɪsʊwaattan,   ňaan   әŋutu,    

雪が   無くなると、 ラムソンが 生えてくる、 さあ  ラムソンを 

11-013 

čakrɪǰʊr  taraw,   olgɪččoottʉ,   takrawaatta.    

集めて  それを、 干していた、 塩漬けにしていた。 

11-014 

tačɪn-da   ǰәbbɵɵttʉ,   giɣriǰur.      

そんな風に 食べていた、 細かく切ってから。 

11-015 

unәt-ʉsi,   oraat  ŋɪŋtʉwan   ǰәbbɵɵttʉ.   ɪwwɪčaan,   ɪwwɪčaan,  

さらに、  草の  根を    食べていた。  ヤナギラン、 ヤナギラン、 

11-016 

taraw-da  ǰәbbɵɵttʉ,   kilkәriǰur    ojjoon.      

それも  食べていた、 剥してから、 その上皮を。  

11-017 

tačɪn-da     dalla   biwәәttәn,   әlәkәš-kә   išud-dәkәn.      

そんな風なのも 美味しい のだ、    やっと   生えてきたばかりなのを。 

11-018 

uŋu-dә  ǰәbbɵɵttʉ,   oon-kana  gәrbәn,  әšni,   ǰәbbɵɵttʉ    

あれも 食べていた、 何だっけ 名前は、 いや、 食べていた、 

11-019 

tukәru,      kučәkәәn  bisʉkʉn,    tačɪn    tar..., ičukәnitәn    

「トゥクル」(1)を、 小さかった時に（私が）、 あんな風に    見せてくれた、 

11-020 

mindu,  tukәru    uŋŋɵɵttʉ,    ulliǰur    taraw   awwoottʉ.   

私に、 トゥクルを ああしていた、 掘ってから それを  洗っていた。 

11-021 

tiitәl   gɵɵwәәttʉ,     ɵlәәččɵɵttʉ-da   ullәnun.    

昔は  ああ言っていた、 煮ていた、    肉と一緒に。 

11-022 

       buu-ɣәl  tačɪn-ta,   nʊʊrɪǰʊr   әi  ǰәbbɵɵttu.    

（一方今の） 私たちは あんな風に 引き抜いて   食べている、 
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11-023 

dallʉ-da  biwәәttәn,  aač  ɵlәәččәlә.    bәgdәәččɵɵttʉ   uŋәt-tә,   

美味しい のだ、   煮ないでも。     薬にもしていた、 あれで、 

11-024 

oraatʉč  tiitә~l,   gee~kɪ   bәɣ-si   aačča bisin.    

草で、  以前は  いかなる 薬も   無かった。 

11-025 

ňaan,  dɪlʊr-da  әnsʉkʉn,    bɵɵdʉlur-dә  әnsʉkʉn,    

さあ、 頭が   痛い時には、 足も     痛い時にも、 

11-026 

čәәlәǰi  oraatač  bәgdәәččɵɵttә.    

全ての 薬で   治していたものだ。 

11-027 

uŋә,   čaalbaandʊk  tar,   ňɵɵčəwən  uŋŋɵɵttʉ,    

あれ、 白樺から   ほれ、 葉を    ああしていた、 

11-028 

bɵɵdʉl  әnsʉkʉn  tar   ɵlәәttiǰur   ʊmɪččootta,   ikәriwur.    

足が  痛ければ ほうら 煮てから  浸していた、 自分らの骨を。 

11-029 

taraw   ňaan,   mɵɵwən-də,  koolloottʉ,   tar  uŋә,      

それを  さらに、 煮汁を    飲んでいた、 あの あれ、 

11-030 

oon-kana,  әnšʉkʉn-ә,   pochki,  bosta  әnšәkәn,    taraw,   uŋŋɵɵttʉ.   

何だっけ、 痛い時には、 腎臓、 腎臓が 痛い時には、 それを、 ああしていた。 

11-031 

ňaan  ɪňňoottʉ-da,    dootan       doolʉn   kogda    

やはり 突っ込んでいた、 毛皮製の長靴下の 中へ、  いつでも 

11-032 

bɵɵdʉl-kә tar  kәbdurәŋčirәkәn    tar,   ňɵɵčəwən  oraatton  tar,    

足が   その 腫れてしまった時に、 その、 葉を    草を   その、 

11-033 

čaalbaan,  ňaan  әә~idu   čʊʊmmoottan  tarak   kәbdurәŋčiri.      

白樺を、 ほうら すっかり 退いた、   それが  腫れていたのは。 

11-034 

okokow,    tar-a,   tarɪč   uŋŋɵɵttʉn      mɵɵwən  tar    

イラクサを、 それは、 それで ああした（煎じた） 湯を、  その、 

11-035 

ɵlәәttiǰur   uŋәl-kә  әjәnʉkʉn   tar  awgɪtta   iimkәmi-dә   uŋәlәč,    

煮てから、 血が   出た時に、 ほら どこからか 咳をしても  血を伴って、 

11-036 

taraw,   iluwəətti    ňaan   aj   oowaattan.      

それを、 飲んでいた、 それで  良く なっていた。 

11-037 

uŋә,   eetakaɣ-sɪ  moowan-ka   tar,    uŋә,   tiim  nәkriǰur,    

あれ、 ヤナギの  枝を     ほうれ  あれ、 細かく刻んで、 
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11-038 

taraw  ɵlәәččɵttә,  iimkʉmɪ,    butәәnmi-kkә   tar  geekɪ    

それを 煮ていた、 咳が出ると、 病気になると、 ほら いろいろ何でも 

11-039 

әnšʉkʉn,     tiәk-kә  gɵɵwәәttә,   temperatura.   taraw  ňaan  koollootta.  

病気になると、 今なら 言うだろう、 熱があると。  それを やはり 飲んでいた。 

11-040 

ňaan  bәgdәәččɵɵttʉ      tačɪn-da.    uŋnә-dә    biwәәttәn, uŋә,    

さあ 薬にして治していたのは、 そんな風だ。 さらにあれも あった、 あれ、 

11-041 

chaaga.        oon-ʊt   gәrbәn     orottač    omŋaram.    

カバノアナタケ(2)だ。 何という 名だったか、 エウェン語で 忘れてしまった。 

11-042 

taraw-sɪ,  uŋŋɵɵttәn,    duruččɵɵttә  tozhe,   uŋә   uŋәlkә  bisʉkʉn,    

あれを、 ああしていた、 焼いていた、 やはり、 あれ、 血が  出ると、 

11-043 

oŋatlɪ-da   uŋәl   bisʉkʉn,  duruwәәttә,  ňaan-a   uŋә,   aanɪman     

鼻から   血が  出ると、 焼いていた、 ほうれ  あれ、 その煙を 

11-044 

ɪɪraawkawaatta.  ňaan  aj   oowaattan    uŋәl,   oddoottan.    

吸わせていた。 ほうれ 良く なるのだった、 鼻血が おさまるのだった。 

11-045 

ur-dә  әnšʉkʉn   taraw,   uŋŋɵɵttʉ,    chaagaw       taraw,  

お腹も 痛い時には それを、 ああしていた、 カバノアナタケを、 それを 

11-046 

ɵlәәttiǰur,  ujuttiǰur    koolloottʉ.   tәwtә-si   brusnik-a,   taraw,   

煮てから、 煮立ってから 飲んでいた。 ベリーなら コケモモ、 それを 

11-047 

iluwәәttʉ    dɪl  әnšʉkʉn.   oon-ka,  dɪlʊ-ka   kadʉččoottan.      

飲んでいた、 頭が 痛い時に。 何だか、 頭が   重い、 

11-048 

gɵɵwәәttә,  davlenie  vysokaja,  ňaan taraw  ǰәbmi  uŋә,    aj     

言わば、  血圧が  高い、  さあ それを 食べて あれだ、 良く  

11-049 

oowaattan.    biwәәttәn   unәt   kalgaan.    

なるのだった。 あるのだ、 さらに、 イワベンケイ(3)。 

11-050 

tarak-ʉsɪ   kalgaan     isuwәәttin   urәәkčәәnduli.    

それは、  イワベンケイは 生えている、 山に。 

11-051 

taraw   iluwәәttә,   ɵlәәriǰur,    čaaɪlan   uŋkәwәәtti   taraw,    

それを  飲んでいる、 煎じてから、 お茶に  入れていた、 それを、 

11-052 

uŋә   butәnʉddiǰur-kә   aačča,  әŋi   biwәәttәn,    

あれ、 病気してから、  力が無いと   なれば、 
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11-053 

ňaan  taraw,   bәllɵɵttәn  aɪč,   әŋi   oodaas.    

ほうら それを、 効いた、  良く、 力を  おまえが取り戻すのに。 

11-054 

bәil-dә,     uŋә,   mәәrdur   tar-a,  әŋiwәr  bidәәn     bәiti.    

男の人たちも、 力が、 自分たちに その、 精力が あるようにと 男たちは。 

11-055 

taraw   kalgaam     iluwәәttә.    

それを、 イワベンケイを 飲んでいた（強壮剤として）。 

 

(1) マルタゴンリリー／クライトニア属？  ロシア語では  lilija slabaja (sarana) もしくは 

rjabchik kamchatskij であるという。 

(2) カバノアナタケのエウェン語名は後で思い出したが、ulә であるという。 

(3) 学名：Rhodiola rosea。 
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A Sketch and Texts on the Bystraja Dialect of Ewen in Kamchatka 

 

Shinjiro KAZAMA 

(Tokyo University of Foreign Studies) 

 

This paper consists of three parts: § 1. a brief report on the fieldwork; § 2. some 

charcteristics of the Bystraja dialect of Ewen; § 3. texts of the dialect. 

I point out the following points of the Bystaraja dialect: 

 

・Phonetic and phonological features: 

2.1.1.1. The loss of the phoneme /x/: as in (L) xuŋəl || (B) uŋəl ‘blood’  

 ((L): literary Ewen, (B): Bystraja) 

2.1.1.2. [s] > [ʃ~ɕ]: as in (L) asɪ [asʉ] || (B) asɪ [aʃʉ] ‘woman’ 

2.1.1.4. Assimilation of /r/: as in (L) olrʉ || (B) ollʉ ‘fish’; (L) ɪmʉnrʉ || (B) ɪmanna ‘snow’;  

 (L) dalrʉ || (B) dallʉ ‘sweet’ 

2.1.3.1. Tendency for open syllables: (L) tak || (B) taka ‘salt’ 

 

・Lexical features: 

2.2. Some changes of meaning 

 

・Grammatical features: 

2.3.1. Comitative -gAli 

2.3.2. Verbal noun -ŋA 

2.3.3.1. Prohibitive constraction: əǰi V-kIl [sg.], əǰi-llə V-kIllA [pl.] 

2.3.3.2. Demonstrative pronoun of the 3rd person plural (nʊŋartar) and possessive sufix 
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of the 3rd person plural (-tAr) 

 

 The texts consist of the following contents: 

3.1. ~ 3.5. Folkloristic stories 

3.6. ~ 3.11. Ethnological topics 
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